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本書について

このマニュアルでは、Sun Java System Application Server 7 Standard Edition および 
Enterprise Edition のインストール方法について説明します。

この章では次の項目について説明します。

• 対象読者

• マニュアルの使用法

• マニュアルの構成

• マニュアルの表記規則

• Sun の連絡先

• マニュアルの参照方法

対象読者
このマニュアルは、企業内で Bean の開発、アセンブル、および配備を行なっている読

者を対象としています。

このマニュアルでは、次の項目に精通していることを前提としています。

• Java プログラミング

• JavaTM Servlet、JavaServer PagesTM (JSPTM)、Enterprise JavaBeansTM (EJBTM)、および 
JavaTM Database Connectivity (JDBCTM) 仕様で定義されている Java API

• 構造化照会言語 (Structured Query Language、SQL)

• リレーショナルデータベースの概念

• デバッグ、ソースコード管理を含むソフトウェア開発プロセス



マニュアルの使用法

8  Application Server 7 2004Q2 • インストールガイド

マニュアルの使用法
Sun Java System Application Server Standard Edition および Enterprise Edition のマニュアル

は、PDF 形式および HTML 形式のオンラインファイルとして利用できます。

次の表は、Sun Java System Application Server のマニュアルに記述されているタスクと

概念を示しています。(AS 7 2004Q2 用に更新 ) と記載されているマニュアルは、Sun 
Java System Application Server Standard Edition および Enterprise Edition 7 2004Q2 用に更

新されたものです。このように記載されていないマニュアルは、バージョン 7 
Enterprise Edition のリリース以降は更新されていないものです。

表 1 Sun Java System Application Server ドキュメントロードマップ

情報の内容 参照するマニュアル

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) ソフトウェアおよびマニュアルの最新情報。サポー
ト対象のハードウェア、オペレーティングシステム、JDK、JDBC、RDBMS 
の一覧も含まれる

『リリースノート』

サーバーのアーキテクチャの図と説明、Sun Java System Application Server 
アーキテクチャの利点

『サーバーアーキテクチャ
の概要』

企業、開発者、および運用向けの、Sun Java System Application Server 7 の新
機能

『新機能』

Sun Java System Application Server 製品の基本的な使用方法。サンプルアプリ
ケーションのチュートリアルも含まれる

『入門ガイド』

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) Sun Java System Application Server Standard Edition お
よび Enterprise Edition ソフトウェアとそのコンポーネント ( サンプルアプリ
ケーション、管理インタフェースなど ) のインストール。Enterprise Edition 
ソフトウェアについては、高可用性設定の実装手順が記載されている

『インストールガイド』

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) Sun Java System Application Server を確実にサイトに
適合させるように配備するための、システム要件とエンタープライズの評
価。アプリケーションサーバーを配備する際に注意する必要がある、一般
的な問題と懸案事項も記載されている

『System Deployment Guide』

J2EE コンポーネント ( サーブレット、EJBTM (Enterprise JavaBeansTM)、JSPTM 
(JavaServer PagesTM) など ) 向け Java オープンスタンダードモデルに準拠した 
Sun Java System Application Server 上で実行することを目的とした JavaTM 
Platform, Enterprise Edition (J2EETM プラットフォーム ) アプリケーションの作
成および実装。アプリケーション設計、開発ツール、セキュリティ、構成、
配備、デバッグ、ライフサイクルモジュールの作成方法などについての一
般的な情報が含まれる。Sun Java System Application Server のさまざまな用語
について解説する用語集も含まれる

『Developer's Guide』
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Sun Java System Application Server の JavaTM Servlet および JSP (JavaServer 
Pages) 仕様に準拠した J2EE Web アプリケーションの作成および実装。Web 
アプリケーションプログラミングの概念とタスクの説明、サンプルコード、
実装のヒント、関連資料の紹介など。結果キャッシュ機能、JSP のプリコン
パイル、セッション管理、セキュリティ、配備、SHTML、CGI などが含ま
れる

『Developer's Guide to Web 
Application』

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) Sun Java System Application Server のエンタープライ
ズ Bean 向け Java オープンスタンダードに準拠した J2EE アプリケーション
の作成および実装。Enterprise JavaBeans (EJB) プログラミングの概念とタス
クの説明、サンプルコード、実装のヒント、関連資料の紹介など。コンテ
ナ管理持続性、読み取り専用 Bean、エンタープライズ Bean に関連付けられ
た XML ファイルや DTD ファイルなどが含まれる

『Developer’s Guide to 
Enterprise javaBeans 
Technology』

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) Sun Java System Application Server 上で J2EE アプリ
ケーションにアクセスする Application Client コンテナ (ACC) の作成

『Developer's Guide to 
Clients』

Sun Java System Application Server 環境での Web サービスの作成 『Developer's Guide to Web 
Services』

JavaTM Database Connectivity (JDBCTM)、トランザクション、Java Naming and 
Directory InterfaceTM (JNDI)、JavaTM Message Service (JMS)、および JavaMailTM 
API

『Developer's Guide to J2EE 
Services and APIs』

カスタム NSAPI プラグインの作成 『NSAPI Developer's Guide』

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) 管理インタフェースとコマンド行インタフェースの
両方からの Sun Java System Application Server サブシステムとコンポーネント
の設定、管理、および配備の説明と手順。クラスタ管理、高可用性データ
ベース、ロードバランス、およびセッションの持続性について説明する。
Sun Java System Application Server のさまざまな用語について解説する用語集
も含まれる

『Administration Guide』

server.xml ファイルなどの Sun Java System Application Server の設定ファ
イルの編集

『管理者用設定ファイルリ
ファレンス』

Sun Java System Application Server 運用環境のセキュリティの設定および管
理。一般的なセキュリティ、証明書、および SSL/TLS 暗号化に関する情報
など。HTTP サーバーベースのセキュリティについても説明

『セキュリティ管理者ガイ
ド』

Sun Java System Application Server 7 用の J2EETM CA (Connector Architecture) コ
ネクタのサービスプロバイダ実装の設定と管理。管理ツール、プーリング
モニター、JCA コネクタの配備、サンプルコネクタとサンプルアプリケー
ションなどについて説明する

『J2EE CA Service Provider 
Implementation 
Administrator's Guide』

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) 新しい Sun Java System Application Server プログラミ
ングモデルへのアプリケーションの移行 ( 特に、iPlanet Application Server 
6.x、Sun ONE Application Server 7.0 からの移行 )。移行例も含まれる

『Migrating and Redeploying 
Server Applications Guide』

表 1 Sun Java System Application Server ドキュメントロードマップ ( 続き )

情報の内容 参照するマニュアル
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マニュアルの構成
このマニュアルでは次の項目について説明します。

• 第 1 章「Standard Edition および Enterprise Edition ソフトウェアのインストール」 - 
Sun Java System Application Server 7 ソフトウェアコンポーネントのインストール手
順について説明します。非対話型のサイレントインストールを実行する手順も含
まれています。

• 第 2 章「HADB の設定準備」 - 共有メモリの設定手順、および高可用性設定のため
のホスト通信とユーザー環境の設定手順について説明します。

• 第 3 章「Standard Edition および Enterprise Edition ソフトウェアのアンインストー
ル」 - Sun Java System Application Server 7 ソフトウェアのアンインストール手順に
ついて説明します。非対話型のサイレントアンインストールを実行する手順も含
まれています。

• 付録 A「Application Server のアップグレード」 - 以前にインストールした 
Application Server を現在のバージョンにアップグレードする方法について説明し
ます。

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) Sun Java System Application Server のパフォーマンス
を改善する方法とその理由

『Performance Tuning Guide』

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) Sun Java System Application Server に関する問題の解
決

『Troubleshooting Guide』

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) Sun Java System Application Server に関するエラー
メッセージの解決

『Error Message Reference』

(AS 7 2004Q2 用に更新 ) マニュアルページに記載されている、Sun Java 
System Application Server で利用できるユーティリティコマンド

『Utility Reference Manual』

Sun Java System Message Queue 3.5 SP1 ソフトウェアの使用 Sun Java System Message 
Queue については次の URL 
を参照 :

http://docs.sun.com/
db/prod/s1.s1msgqu?l
=ja#hic

表 1 Sun Java System Application Server ドキュメントロードマップ ( 続き )

情報の内容 参照するマニュアル
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マニュアルの表記規則
この節では、このマニュアルの表記規則について説明します。

• 一般的な表記規則

• ディレクトリ名の表記規則

一般的な表記規則
このマニュアルは、次の表記規則に従っています。

• ファイルとディレクトリのパスファイルとディレクトリのパスファイルとディレクトリのパスファイルとディレクトリのパスは、UNIX の形式で表記します ( ディレクトリ名を
「\」記号で区切って表記 )。Windows の場合はディレクトリのパスは同じです。
ただし、ディレクトリは「\」記号で区切られます。

• URL は次の書式で記述します。

http://server.domain/path/file.html

server はアプリケーションを実行するサーバー名、domain はユーザーのインター
ネットドメイン名、path はサーバー上のディレクトリの構造、file は個別のファイ
ル名を示します。URL の斜体文字の部分は可変部分です。

• フォントフォントフォントフォントは、次のように使い分けます。

❍ モノスペースフォントは、コード例、コードリスト、API および言語要素 ( 関
数名、クラス名など )、ファイル名、パス名、ディレクトリ名、および HTML 
タグに使用します。

❍ 斜体文字はコード変数に使います。

❍ 斜体文字は、変数および可変部分、およびリテラルに使われる文字にも使い
ます。

❍ 太字太字太字太字は、段落の先頭またはリテラルに使われる文字の強調に使います。

• このマニュアルでは、インストールルートディレクトリインストールルートディレクトリインストールルートディレクトリインストールルートディレクトリを install_dir と記述しま
す。例外は、12 ページの「ディレクトリ名の表記規則」で説明されています。

デフォルトでは、install_dir はほとんどのほとんどのほとんどのほとんどのプラットフォームで次の場所にあります。

❍ Solaris および Linux ファイルベースのインストールの場合 : 

ユーザーのホームディレクトリ /sun/appserver7

❍ Windows、すべてのインストール : 

システムドライブ :\Sun\AppServer7
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上記のプラットフォームの場合、default_config_dir および install_config_dir は
install_dir と同じです。例外と追加情報については、12 ページの「ディレクトリ名
の表記規則」を参照してください。

• このマニュアルでは、インスタンスルートディレクトリインスタンスルートディレクトリインスタンスルートディレクトリインスタンスルートディレクトリは、instance_dir と記述し
ます。これは以下のパスの省略形式です。

default_config_dir/domains/domain/instance

• このマニュアルでは、UNIX 固有の記述固有の記述固有の記述固有の記述は、特に言及されていない場合 Linux オペ
レーティングシステムにも適用されます。

ディレクトリ名の表記規則
Solaris のパッケージに含まれる製品または Linux RPM ベースの配布では、アプリケー

ションサーバーのファイルはデフォルトで複数のルートディレクトリにまたがって保
存されます。このマニュアルは、デフォルトの複数のインストールディレクトリに対
応した、次の表記規則を使用しています。

• install_dir は /opt/SUNWappserver7 を示します。このディレクトリにはインス
トールイメージの静的な要素が保存されます。アプリケーションサーバーを構成
するすべてのユーティリティ、実行可能ファイル、ライブラリが格納されます。

• default_config_dir は /var/opt/SUNWappserver7/domains を示します。このディ
レクトリは、作成したドメインのデフォルトの保存場所です。

• install_config_dir は /etc/opt/SUNWappserver7/config を示します。このディレ
クトリには、ライセンスなどのインストール全体に適用される設定情報や、この
インストール用に設定した管理ドメインのマスターリストが保存されます。
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Sun の連絡先
次のような場合、Sun Microsystems にご連絡ください。

• ご意見、ご要望

• トレーニング

• 製品サポートの問い合わせ

ご意見、ご要望
製品またはマニュアル全般に対するフィードバックは、appserver-feedback@sun.com ま
でご連絡ください。

トレーニング
Application Server のトレーニングコースは、次の URL から申し込むことができます。

http://training.sun.com/US/catalog/enterprise/web_application.ht
ml/

Sun Java System Application Server の新しいコースについては、定期的にこのサイトを

参照して確認してください。

製品サポートの問い合わせ
ご使用のシステムに問題が発生した場合は、次のいずれかの方法でカスタマサポート
にお問い合わせください。

• 次のオンラインサポート Web サイトをご利用ください。

http://www.sun.com/supportraining/

• 保守契約を結んでいるお客様の場合は、専用ダイヤルをご利用ください。

サポートのご依頼の前に、次の情報を用意してください。サポート担当がお客様の問
題を解決するために必要な情報です。

• 問題が発生した箇所や動作への影響など、問題の具体的な説明

• マシン機種、OS バージョン、および、問題の原因と思われるパッチやそのほかの
ソフトウェアなどの製品バージョン バージョンを調べるために一般に使用するコ
マンドは次のとおりです。

❍ Solaris: pkginfo、showrev
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❍ Linux: rpm

❍ その他すべてその他すべてその他すべてその他すべて : asadmin version --verbose

• 問題を再現するための具体的な手順の説明

• エラーログやコアダンプ

• 次のような設定ファイル :

❍ instance_dir/config/server.xml

❍ Web アプリケーションの web.xml ファイル。
Web アプリケーションが問題に関係している場合

• アプリケーションの場合、クラスタ内で実行したときに問題が発生するのか、ス
タンドアロンで実行したときに発生するのか

マニュアルの参照方法
Sun Java System Application Server のマニュアルは、様々な方法で入手できます。

• マニュアル - HTML 形式および印刷可能な PDF 形式の Sun Java System Application 
Server のマニュアルおよびリリースノートは、次のサイトからダウンロードでき
ます。

http://docs.sun.com/db/coll/

• オンラインヘルプ : グラフィカルインタフェースの「ヘルプ」ボタンをクリック
するとコンテキストヘルプウィンドウを起動できます。

• マニュアルページ - コマンド行でマニュアルページを表示するには、使用する 
MANPATH 環境変数に install_dir/man を最初に追加する必要があります。変数の
設定後、コマンド行に man command_name と入力すると、Sun Java System 
Application Server コマンドのマニュアルページにアクセスできます。次に例を示
します。

man asadmin
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第 1 章

Standard Edition および Enterprise Edition
ソフトウェアのインストール

この章では、Sun Java System Application Server Standard Edition および Enterprise 
Edition のインストール方法について説明します。対話形式でインストールするか、サ

イレントモードを使用して複数のマシンに対して同じ条件でインストールすることも
できます。

ここでは次の項目について説明します。

• Application Server のインストールについて 

• Application Server ソフトウェアのインストール

• ロードバランサプラグインコンポーネントのインストール

• サイレントモードでのインストール

最新の更新情報については、『Sun Java System Application Server リリースノート』を

参照してください。

インストール後に Application Server を設定する方法の詳細については、『Sun Java 
System Application Server Administration Guide』を参照してください。

次の Web ページには、製品のダウンロードやその他の役に立つ情報が用意されていま

す。http://www.sun.com/software/products/appsrvr/home_appsrvr.html



Application Server のインストールについて

16  Application Server 7 2004Q2 • インストールガイド

Application Server のインストールについて
Sun Java System Application Server 製品は、互いに関連して機能するいくつかのソフ

トウェアコンポーネントで構成されています。インストールでは、さまざまな選択が
可能です。

• 製品の Standard Edition または Enterprise Edition をインストールできます。

• 製品 CD またはダウンロードサイトからインストールできます。

• 製品のファイルベースまたはパッケージベースの配布をインストールできます。

• コマンド行インタフェースまたはグラフィカルインタフェースを使用してインス
トールできます。

• 対話形式またはサイレントモードでインストールできます。

この節では次の項目について説明します。

• 製品の配布

• モデルのパッケージ化とディレクトリ構造

• インストールコンポーネント

• インストール方法

製品の配布
Sun Java System Application Server には、2 つのタイプの配布があります。

• ファイルベースのファイルベースのファイルベースのファイルベースの配布配布配布配布 (Solaris SPARC、x86、Linux、Microsoft Windows) - root 
以外のユーザーで複数のインストールを行うことができます。

• RPM ベースベースベースベース (Linux) またはパッケージベースのパッケージベースのパッケージベースのパッケージベースの配布配布配布配布 (Solaris SPARC および x86) - 
root 権限でインストールする必要があります。

製品のこれらの配布は、製品 CD または Web サイトからのダウンロードによりインス

トールできます。http://wwws.sun.com/software/download/app_servers.html で、

Sun Java System Application Server 製品をダウンロードできます。

複数のファイルベース Application Server を 1 台のマシンにインストールできます。

次の表に、それぞれのプラットフォームで使用可能な配布タイプと、それぞれの配布
で使用可能な Application Server Edition を示しています。
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サポートされているプラットフォームのバージョンについては、『Sun Java System 
Application Server 7 リリースノート』を参照してください。

モデルのパッケージ化とディレクトリ構造
パッケージベースおよびファイルベースの配布には、個別のインストーラがあります。
システムにインストールされた製品の配布に応じて、Sun Java System Application 
Server ソフトウェアが単一の root ディレクトリパスまたは複数の root ディレクトリ

にまたがってインストールされます。

この節では次の項目について説明します。

• Solaris SPARC/x86 でのパッケージベースのインストールおよび Linux での RPM 
ベースのインストール

• Microsoft Windows および Solaris SPARC/x86 でのファイルベースのインストール

Solaris SPARC/x86 でのパッケージベースのインストールおよび 
Linux での RPM ベースのインストール

Solaris SPARC/x86 でのパッケージベースの配布、および Linux での RPM ベースの

配布では、コンポーネントはパッケージとしてインストールされます。デフォルトで
は、インストール先は 3 つのディレクトリルートにまたがります。

• /opt/SUNWappserver7 には、インストールイメージの静的な要素が保存されま
す。Sun Java System Application Server ソフトウェアのユーティリティ、実行可
能ファイル、およびライブラリはすべて、ここに保存されます。

• /etc/opt/SUNWappserver7/config には、ライセンスやそのインストール用に
設定した管理ドメインのマスターリストなど、インストール全体に適用される設
定情報が保存されます。

表 1-1 製品配布の定義

配布タイプ プラットフォーム Application Server Edition

ファイルベース Solaris SPARC、
Solaris x86
Linux
Microsoft Windows

Standard および Enterprise
Standard および Enterprise
Standard および Enterprise
Standard Edition のみ

パッケージベース Solaris SPARC、
Solaris x86

Standard および Enterprise
Standard および Enterprise

RPM ベース Linux Standard および Enterprise
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• /var/opt/SUNWappserver7/domains は、デフォルトで管理ドメインが作成さ
れる領域です。

Microsoft Windows および Solaris SPARC/x86 でのファイルベース
のインストール

Microsoft Windows ( ファイルベースの配布のみ使用可能 )、および Solaris 
SPARC/x86 でのファイルベースの配布では、コンポーネントは単一のディレクトリ

パスにインストールされます。デフォルトのディレクトリは次のとおりです。

• Microsoft Windows の場合 : c:\Sun\AppServer7

• Solaris SPARC および x86 ファイルベースの配布の場合 : 
home_dir/sun/appserver7

これらのケースでは、/config および /domains ディレクトリはインストールディレ

クトリルートの下に置かれます。

インストールコンポーネント
通常は、Sun Java System Application Server 製品の機能を提供する基本コンポーネン

トをインストールします。特定のコンポーネントを、インストールしないように選択
することもできます。インストールしないことを選択したコンポーネントをあとから
追加したい場合、依存関係が満たされていれば、そのコンポーネントの追加インス
トールができます。

インストールプログラムは、各コンポーネントに対して指定されているコンポーネン
トの依存関係を適用します。いったんコンポーネントの依存関係が満たされると、コ
ンポーネントのライフサイクルは独立します。特定のコンポーネントは、追加インス
トールによって、ほかのコンポーネントに影響を与えることなく動的にインストール
またはアンインストールすることができます。ただし、追加のアンインストールを行
うことはできません。

Sun Java System Application Server Standard Edition および Enterprise Edition 製品

には、次のインストールコンポーネントが含まれています。

注 Solaris SPARC/x86 でのパッケージベースの配布、および Linux での RPM 
ベースの配布では、root としてログインする必要があります。

注 部分インストールのあとに、追加インストールを何回でも実行できます。
サイレントモードの場合、部分的な初期インストールを実行できますが、
2 回目以降のインストールでは対話モードを使用する必要があります。
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• Application Server - Sun Java System Application Server のすべて。グラフィカル
管理ツールおよびコマンド行管理ツール、asadmin コマンド、および Sun JavaTM 
System Message Queue が含まれます。

UNIX パッケージベースまたは RPM ベースの配布、および Microsoft Windows 
の配布では、Application Server ソフトウェアにより Sun Java System Message 
Queue ソフトウェアが自動的にインストールされます。install_dir/imq

UNIX ファイルベースの配布では、Sun Java System Message Queue は 
/usr/share/lib、usr/share/lib/imq (lib ファイル ) および /usr/bin ( バイナリ ) 
に配布されます。

同じシステム上に Application Server Enterprise Edition および HADB サーバーの
ノードをインストールする場合は、両方のコンポーネントを選択します。

• Application Server 管理クライアント管理クライアント管理クライアント管理クライアント - asadmin ユーティリティ

管理クライアントコンポーネントを選択して、Application Server がインストール
されていないマシンにコマンド行ユーティリティを個別にインストールします。
Application Server をインストールすると、管理クライアントもインストールされ
ます。

• Java 2 Software Development Kit - インストール中に、Java 2 SDK のバージョン
が正しい場合にかぎり、システムにすでにインストールされている Java 2 SDK を
再度使用するように選択できます。それぞれの配布のデフォルトのインストール
場所は、次のとおりです。

❍ Solaris SPARC および x86、Linux、および Microsoft Windows ファイルベー
スの配布の場合 : install_dir/jdk

❍ Solaris SPARC および x86 パッケージベースの配布の場合 : /usr/j2se

❍ Linux RPM ベースの配布の場合 : /usr/java/j2sdk1.4.2_04

サポートされている Java 2 SDK のバージョンについては、『Sun Java System 
Application Server 7 リリースノート』を参照してください。

• サンプルアプリケーションサンプルアプリケーションサンプルアプリケーションサンプルアプリケーション - サンプルには、ソース、スキーマ、Ant ビルドスク
リプト、EAR ファイルが付属しています。データベース関連のサンプルに関連付
けられている既存のデータが、データベースで利用できます。これらのサンプル
アプリケーションは、次のように分類できます。

❍ テクノロジサンプル - JavaTM 2 Platform, Enterprise Edition (J2EETM) 仕様の技
術的な側面を紹介し、Sun Java System Application Server プラットフォーム
の付加価値機能を示します。

注 Sun Java System Application Server 製品は、Sun Microsystems の Java 2 
SDK で動作することが保証されています。サードパーティの JDK 開発
キットはバージョンに関係なくサポート対象外です。
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❍ 相互運用サンプル - Sun Java System Application Server プラットフォーム上
で各種テクノロジを相互運用する方法を詳しく示します。

デフォルトでは、サンプルアプリケーションは次の場所にインストールされます。
install_dir/samples

サンプルについての詳細情報は、次の場所にあります。
install_dir/samples/index.html

• PointBase Server (Standard Edition のみのみのみのみ ) - デフォルトでは、PointBase は次の場
所にインストールされます。
install_dir/pointbase

サポートされている PointBase Server のバージョンについては、『Sun Java System 
Application Server 7 リリースノート』を参照してください。

Sun Java System Application Server Enterprise Edition 製品には、次の追加コンポーネ

ントが含まれています。

• 高可用性データベースサーバー高可用性データベースサーバー高可用性データベースサーバー高可用性データベースサーバー (Enterprise Edition) - デフォルトでは、HADB 
サーバーは次の場所にインストールされます。
install_dir/SUNWhadb

このコンポーネントの追加情報については、『Sun Java System Application Server 
Administration Guide』の「HADB Configuration」の章を参照してください。

• 高可用性管理クライアント高可用性管理クライアント高可用性管理クライアント高可用性管理クライアント (Enterprise Edition) - hadbm コマンドのみ

これらのユーティリティの使用方法は、『Sun Java System Application Server 
Administration Guide』、hadbm のマニュアルページ、および asadmin セッショ
ン持続性のマニュアルページに記載されています。

• ロードバランサプラグインロードバランサプラグインロードバランサプラグインロードバランサプラグイン (Enterprise Edition) - このコンポーネントは、プリイ
ンストールされている Web サーバーに依存します。サポートされている Web 
サーバーは、『Sun Java System Application Server 7 リリースノート』の「プラッ
トフォーム」セクションに記述されています。

このコンポーネントに関する追加情報は、このインストールガイドの「ロードバ
ランサプラグインコンポーネントのインストール」の節、および『Sun Java 
System Application Server Administration Guide』の「Configuring Load 
Balancing」の章を参照してください。
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インストール方法
3 つのインストール方法があります。

• グラフィカルグラフィカルグラフィカルグラフィカル ( 対話型対話型対話型対話型 ) - 一連のグラフィカル画面が表示されます。これは、
./setup にオプションを指定せずにインストールプログラムを起動した場合のデ
フォルトのインストール方法です。

• コマンド行コマンド行コマンド行コマンド行 ( 対話型対話型対話型対話型 ) - 一連のコマンド行のプロンプトとメッセージが表示されま
す。対話型のコマンド行モードを有効にするには、-console オプションを指定
してインストールプログラムを ./setup -console と入力して起動します。コマ
ンド行インタフェースを使用してインストールを実行するには、root 権限が必要
です。

Telnet でリモートサーバーにアクセスしている場合は、コマンド行インタフェー
スを使って対話形式で製品をインストールできます。

• サイレントモードサイレントモードサイレントモードサイレントモード - インストールプログラムは、指定された設定ファイルからイ
ンストールパラメータを読み取ります。設定ファイルの生成の詳細については、
40 ページの「サイレントモードでのインストール」を参照してください。

setup コマンドを使用すると、インストール方式を指定することができ、サイレント

インストールの設定ファイルを作成することができます。

setup コマンド構文は、次のとおりです。

setup [-console [-savestate]] [-savestate] [-silent config_file] [-h || 
-help]

表 1-2 で、setup コマンドオプションについて説明します。

注 Solaris オペレーティング環境の場合、コマンド行方式を使う必要がありま
す。セキュリティ強化された環境でインストールプログラムを開始するに
は、『Sun Java System Application Server リリースノート』の「他の要件
と制限事項」の節にある手順を実行します。

表 1-2 setup コマンドのオプション

オプション 説明

-console コマンド行方式を使ってインストールを実行します
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表 1-3 に、それぞれのインストール方法で使用されるコマンドを記述します。

1install_dir に statefile というファイルが作成されます。

-silent config_file サイレントモードでインストールを実行します。インストールパラメー
タは、既存のインストール設定ファイルから読み取られます。このオプ
ションは、savestate オプションと一緒に選択することはできません。

インストール設定ファイルのパスは、明示的に指定する必要があります。
デフォルトのファイルパスはありません。サイレントモードのインス
トールとインストール設定ファイルの詳細については、35 ページの「サ
イレントモードでのインストール」を参照してください。

-savestate グラフィカル方式かコマンド行方式のどちらかを使ってインストールを
実行し、このインストールに基づいてインストール設定ファイルを作成
します。このオプションは、silent オプションと一緒に選択することは
できません。このオプションを指定しないと、インストール設定ファイ
ルは作成されません。

このファイルは statefile という名前で、install_dir にあります。

-h || -help setup コマンドで使用できるコマンド行引数を表示します。

表 1-3 すべてのインストール方法のコマンド

インストール方法 インストールコマンド

グラフィカルインタフェース ( デフォルト ) ./setup

コマンド行インタフェース ./setup -console

サイレントモードインストール 1 で設定ファイルを作成するグラフィ
カルインタフェース

./setup -savestate 

サイレントモードインストール 1 で設定ファイルを作成するコマンド
行インタフェース

./setup -console 
-savestate

既存のインストール設定ファイルに基づくサイレントモード ./setup -silent config_file

setup コマンドで使用できるコマンド行引数を表示 ./setup -help

表 1-2 setup コマンドのオプション ( 続き )

オプション 説明
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Application Server ソフトウェアのインストール
この章では、Sun Java System Application Server 7 Standard Edition および Enterprise 
Edition をインストールする方法について説明します。

次のインストール方法について説明します。

• Web サイトからのダウンロード

• Standard Edition のインストール

• Enterprise Edition のインストール

Web サイトからのダウンロード
この節では、Web サイトから Sun Java System Application Server インストールファイ

ルをダウンロードする方法について説明します。Web サイトから製品をダウンロード

した場合は、60 日間有効のライセンスでインストールされます。

Solaris SPARC および x86 または Linux 用インストールファイルの
ダウンロード

1. 次の Sun Java System Application Server ダウンロードサイトでファイルを選択し
て、使用する Solaris SPARC および x86 または Linux マシンの一時ディレクトリ
にダウンロードファイルを保存します。

http://wwws.sun.com/software/download/app_servers.html

2. ファイルをダウンロードしたディレクトリに移動します。次に例を示します。

cd /temp_dir/as7download/

3. gunzip コマンドを次の形式で使用して、gz ファイルを解凍します。

gunzip filename.tar.gz

4. tar -xvf コマンドを次の形式で使用して、圧縮ファイルを解凍します。

tar -xvf filename.tar

この処理には多少時間がかかることがあります。ファイルの展開が完了すると、
sun-appserver7 ディレクトリが作成され、その中に setup ファイルと 
package ディレクトリが置かれています。

ダウンロードしたファイルがファイルベース、RPM ベース (Linux)、またはパッケー

ジベースの配布なのかを判断する方法については、17 ページの「モデルのパッケージ

化とディレクトリ構造」を参照してください。

使用するプラットフォームに選択した Application Server の Edition をインストールす

る手順に進みます。
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Microsoft Windows 用のダウンロード

1. 次の Sun Java System Application Server ダウンロードサイトでファイルを選択し
て、使用する Microsoft Windows マシンの一時ディレクトリにダウンロードファ
イルを保存します。

http://wwws.sun.com/software/download/app_servers.html

進行状況を表す進捗バーが、ダウンロードの完了までの目安を示します。

2. インストール zip ファイルをダウンロードしたディレクトリに移動します。

3. インストール zip ファイルを開いて解凍し、選択したフォルダにコンテンツを展
開します。ファイルの展開が完了すると、sun-appserver7 ディレクトリが作成
され、その中に setup.exe ファイルと package ディレクトリおよびその他の関
連ファイルが置かれています。

Microsoft Windows に Application Server Standard Edition をインストールする手順に

進みます。

Standard Edition のインストール
この節では、各種配布のさまざまなプラットフォームに Application Server Standard 
Edition をインストールする方法について説明します。ここでは次のインストールにつ

いて説明します。

• Standard Edition の Solaris SPARC および x86 へのインストール

• Standard Edition の Linux へのインストール

• Microsoft Windows の Standard Edition へのインストール

Standard Edition の Solaris SPARC および x86 へのインストール

特に指定しないかぎり、ファイルベースおよびパッケージベースの配布には次の手順
が適用されます。パッケージベースの配布をインストールするには、root 権限が必要

です。ファイルベースの配布には root 権限は必要ありません。

1. インストールプログラムを実行します。

a. グラフィカルインタフェースを使用するインストールプログラムを実行する
には、コマンドプロンプトで setup と入力します。

b. コマンド行インタフェースを使用するインストールプログラムを実行するに
は、コマンドプロンプトで setup -console と入力します。

2. インストールウィザード画面に従って使用許諾契約に同意し、Application Server 
のインストールディレクトリのパスを指定するか、デフォルトのインストール
ディレクトリを受け入れます。
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デフォルトのインストールディレクトリは、インストールする製品によって異な
ります。17 ページの「モデルのパッケージ化とディレクトリ構造」を参照してく
ださい。

3. インストールしたいコンポーネントを選択します。

コンポーネントが有効でない場合、インストールプログラムはそのコンポーネン
トがすでにシステムにインストールされているものとして検出します。

4. Java 2 SDK のインストールを選択するか、プリインストールされている Java 2 
SDK を使用します。

❍ 正しいバージョンの Java 2 SDK がインストールされている場合は、それが使
用されます。あるいは、別の正しいバージョンのパスを入力することもでき
ます。

❍ Java 2 SDK がインストールされていない場合、インストールプログラムで 
Java 2 SDK パッケージを自動的にインストールするように選択できます。

❍ パッケージベースの配布では、デフォルトのパスに正しくないバージョンの 
Java 2 SDK が見つかった場合、現在のバージョンにアップグレードするよう
要求されます。

❍ ファイルベースの配布では、Java 2 SDK のインストールを選択した場合にプ
ライベートコピーが install_dir にインストールされます。

デフォルトの Java 2 SDK インストールパス :

❍ Solaris SPARC および x86 パッケージベースの配布の場合 : /usr/j2se

❍ Solaris SPARC および x86 ファイルベースの配布の場合 : install_dir/jdk

5. パッケージベースの配布の場合、サーバー設定ディレクトリを指定する必要があ
ります。

デフォルトのサーバー設定ディレクトリは次のとおりです。
/etc/opt/SUNWappserver7

6. パッケージベースの配布の場合、サーバードメインディレクトリを指定する必要
があります。

デフォルトのサーバードメインディレクトリは次のとおりです。
/var/opt/SUNWappserver7

7. 「サーバーの設定情報」ページ ( またはコマンド行 ) で、次のように入力します。

❍ 「管理ユーザー」 - サーバーの管理者の名前 (admin など )

❍ 「管理ユーザーのパスワード」 - 管理サーバーにアクセスするためのパスワー
ド (8 文字以上 )

❍ 「管理サーバーポート」 - 管理サーバーにアクセスするポート番号
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❍ 「HTTP サーバーポート」 - デフォルトサーバーインスタンスにアクセスする
ポート番号

インストールプログラムは、マシンの利用可能なディスク容量を確認します。ディス
ク容量が不足している場合は、エラーメッセージが表示されます。必要な最小ディス
ク容量については、『Sun Java System Application Server 7 リリースノート』を参照し

てください。

インストールステータスを示す「インストールの概要」ページが表示されます。イン
ストールに失敗した場合は、次の場所にあるログファイルを確認してください。

• インストールログ : /var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_install.log

• 低レベルログ

❍ ファイルベースの Solaris SPARC および x86 の root ユーザー : 
/var/sadm/install/logs/Sun_ONE_Application_Server_install.timestamp

❍ ファイルベースの Solaris SPARC および x86 の root 以外のユーザー : 
/var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_install.timestamp

❍ パッケージベースの Solaris SPARC および x86 : 
/var/sadm/install/logs/Sun_ONE_Application_Server_install.timestamp

Web サイトから製品をダウンロードした場合は、60 日間有効のライセンスでインス

トールされます。

製品を CD からインストールする場合は、無期限の Application Server Standard 
Edition 製品ライセンスがインストールされます。

Standard Edition の Linux へのインストール

特に指定がないかぎり、RPM ベースおよびパッケージベースの配布には次の手順が適

用されます。パッケージベースの配布をインストールするには、root 権限が必要で

す。RPM ベースの配布には root 権限は必要ありません。

1. インストールプログラムを実行します。

注 インストールプログラムにより使用中のポートが自動的に検出され、
未使用のポートがデフォルトポートの候補として提示されます。パッ
ケージベースの配布のデフォルトポートは HTTP サーバーでは 80 で、
管理サーバーでは 4848 です。

root 以外のユーザーとしてインストールする場合、ファイルベースの
配布のデフォルトポートは HTTP サーバーでは 1024 で、管理サーバー
では 4848 です。
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a. グラフィカルインタフェースを使用するインストールプログラムを実行する
には、コマンドプロンプトで setup と入力します。

b. コマンド行インタフェースを使用するインストールプログラムを実行するに
は、コマンドプロンプトで setup -console と入力します。

2. インストールウィザード画面に従って使用許諾契約に同意し、Application Server 
のインストールディレクトリのパスを指定するか、デフォルトのインストール
ディレクトリを受け入れます。

デフォルトのインストールディレクトリは、インストールする製品によって異な
ります。17 ページの「モデルのパッケージ化とディレクトリ構造」を参照してく
ださい。

3. インストールしたいコンポーネントを選択します。

コンポーネントが有効でない場合、インストールプログラムはそのコンポーネン
トがすでにシステムにインストールされているものとして検出します。

4. Java 2 SDK のインストールを選択するか、プリインストールされている Java 2 
SDK を使用します。

❍ 正しいバージョンの Java 2 SDK がインストールされている場合は、それが使
用されます。あるいは、別の正しいバージョンのパスを入力することもでき
ます。

❍ Java 2 SDK がインストールされていない場合、インストールプログラムで 
Java 2 SDK パッケージを自動的にインストールするように選択できます。

❍ RPM ベースでは、デフォルトのパスに正しくないバージョンの Java 2 SDK 
が見つかった場合、現在のバージョンにアップグレードするよう要求されま
す。

❍ ファイルベースでは、Java 2 SDK のインストールを選択した場合にプライ
ベートコピーが install_dir にインストールされます。

デフォルトの Java 2 SDK インストールパス :

❍ Linux RPM ベースの配布の場合 : /usr/java

❍ Linux ファイル ベースの配布の場合 : install_dir/jdk

5. RPM ベースの配布の場合、サーバー設定ディレクトリを指定する必要がありま
す。

デフォルトのサーバー設定ディレクトリは次のとおりです。
/etc/opt/SUNWappserver7

6. RPM ベースの配布の場合、サーバードメインディレクトリを指定する必要があり
ます。

デフォルトのサーバードメインディレクトリは次のとおりです。
/var/opt/SUNWappserver7
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7. 「サーバーの設定情報」ページ ( またはコマンド行 ) で、次のように入力します。

❍ 「管理ユーザー」 - サーバーの管理者の名前 (admin など )

❍ 「管理ユーザーのパスワード」 - 管理サーバーにアクセスするためのパスワー
ド (8 文字以上 )

❍ 「管理サーバーポート」 - 管理サーバーにアクセスするポート番号

❍ 「HTTP サーバーポート」 - デフォルトサーバーインスタンスにアクセスする
ポート番号

インストールプログラムは、マシンの利用可能なディスク容量を確認します。ディス
ク容量が不足している場合は、エラーメッセージが表示されます。必要な最小ディス
ク容量については、『Sun Java System Application Server 7 リリースノート』を参照し

てください。

インストールステータスを示す「インストールの概要」ページが表示されます。イン
ストールに失敗した場合は、次の場所にあるログファイルを確認してください。

• インストールログ : /var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_install.log

• 低レベルログ

❍ ファイルベースの Linux root ユーザーおよび root 以外のユーザー : 
/var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_install.timestamp

❍ RPM ベースの Linux: 
/var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_install.timestamp

Web サイトから製品をダウンロードした場合は、60 日間有効のライセンスでインス

トールされます。

製品を CD からインストールする場合は、無期限の Application Server Standard 
Edition 製品ライセンスがインストールされます。

注 インストールプログラムにより使用中のポートが自動的に検出され、
未使用のポートがデフォルトポートの候補として提示されます。パッ
ケージベースの配布のデフォルトポート、またはファイルベースの配
布の root ユーザーとしてのデフォルトポートは、HTTP サーバーでは 
80 で、管理サーバーでは 4848 です。

root 以外のユーザーとしてファイルベースの配布をインストールする
場合、デフォルトポートは HTTP サーバーでは 1024 で、管理サーバー
では 4848 です。
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Microsoft Windows の Standard Edition へのインストール

Application Server ソフトウェアをインストールするには、管理者権限が必要です。

1. インストールファイルを解凍したディレクトリに移動します。setup.exe ファイ
ルがあることを確認します。

2. インストールプログラムを実行します。

a. グラフィカルインタフェースを使用するインストールプログラムを実行する
には、コマンドプロンプトで setup と入力します。

b. コマンド行インタフェースを使用するインストールプログラムを実行するに
は、コマンドプロンプトで setup -console と入力します。

3. インストールウィザード画面に従って使用許諾契約に同意し、Application Server 
のインストールディレクトリのパスを指定するか、デフォルトのインストール
ディレクトリを受け入れます。

デフォルトのインストールディレクトリは次のとおりです。
c:\Sun\AppServer7

4. インストールしたいコンポーネントを選択します。

コンポーネントが有効でない場合、インストールプログラムはそのコンポーネン
トがすでにシステムにインストールされているものとして検出します。

5. Java 2 SDK のインストールを選択するか、プリインストールされている Java 2 
SDK を使用します。

❍ 正しいバージョンの Java 2 SDK がインストールされている場合は、それが使
用されます。あるいは、別の正しいバージョンのパスを入力することもでき
ます。

❍ Java 2 SDK がインストールされていない場合、インストールプログラムで 
Java 2 SDK パッケージを自動的にインストールするように選択できます。

❍ Java 2 SDK のインストールを選択した場合は、プライベートインストールが
次の場所にインストールされます。
c:\installdir\jdk

6. 「サーバーの設定情報」ページ ( またはコマンド行 ) で、次のように入力します。

❍ 「管理ユーザー」 - サーバーの管理者の名前 (admin など )

❍ 「管理ユーザーのパスワード」 - 管理サーバーにアクセスするためのパスワー
ド (8 文字以上 )

❍ 「管理サーバーポート」 - 管理サーバーにアクセスするポート番号

❍ 「HTTP サーバーポート」 - デフォルトサーバーインスタンスにアクセスする
ポート番号
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インストールプログラムは、マシンの利用可能なディスク容量を確認します。ディス
ク容量が不足している場合は、エラーメッセージが表示されます。必要な最小ディス
ク容量については、『Sun Java System Application Server 7 リリースノート』を参照し

てください。

インストールステータスを示す「インストールの概要」ページが表示されます。イン
ストールに失敗した場合は、installdir\install.log. にあるインストールログファイル

を確認してください。

Web サイトから製品をダウンロードした場合は、60 日間有効のライセンスでインス

トールされます。

製品を CD からインストールする場合は、無期限の Application Server Standard 
Edition 製品ライセンスがインストールされます。

Enterprise Edition のインストール
この節では、さまざまな配布のさまざまなプラットフォームに Application Server 
Enterprise Edition をインストールする方法について説明します。ここでは次のインス

トールについて説明します。

• Enterprise Edition の Solaris SPARC および x86、Linux へのインストール

Enterprise Edition の Solaris SPARC および x86、Linux へのインス
トール

特に指定しないかぎり、次のインストールにここでの手順が適用されます。

• Solaris SPARC および x86、Linux でのファイルベースの配布

• Linux での RPM ベースの配布

• Solaris SPARC、x86 でのパッケージベースの配布

パッケージベースおよび RPM ベースの配布をインストールするには、root 権限が必

要です。ファイルベースの配布には root 権限は必要ありません。

1. トポロジを計画したら、インストールプログラムを実行します。

注 インストールプログラムにより使用中のポートが自動的に検出され、
未使用のポートがデフォルトポートの候補として提示されます。デ
フォルトポートは HTTP サーバーでは 80 で、管理サーバーでは 4848 
です。
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a. グラフィカルインタフェースを使用するインストールプログラムを実行する
には、コマンドプロンプトで setup と入力します。

b. コマンド行インタフェースを使用するインストールプログラムを実行するに
は、コマンドプロンプトで setup -console と入力します。

2. インストールウィザード画面に従って使用許諾契約に同意し、Application Server 
のインストールディレクトリのパスを指定するか、デフォルトのインストール
ディレクトリを受け入れます。

デフォルトのインストールディレクトリは、インストールする製品によって異な
ります。17 ページの「モデルのパッケージ化とディレクトリ構造」を参照してく
ださい。

3. パッケージベースの配布で HADB サーバーコンポーネントのみをインストールす
る場合は、/opt をインストールディレクトリとして選択し、HADB パッケージ
をデフォルトの場所である /opt/SUNWhadb にインストールします。

4. パッケージベースの配布の場合は、HADB サーバーのノードをホストするすべて
のシステム上で、同じインストールディレクトリを選択する必要があります。

Sun Java System Application Server を HADB とともにインストールする場合に、
デフォルトのインストールフォルダを使用したくないときは、代わりのディレク
トリを作成して /var/opt および /etc/opt ディレクトリからこれらのディレク
トリへのソフトリンク (ln -s) を作成します。

5. インストールしたいコンポーネントを選択します。

コンポーネントが有効でない場合、インストールプログラムはそのコンポーネン
トがすでにシステムにインストールされているものとして検出します。

Web サーバーがロードバランサプラグインのインストール先のマシンにまだイン
ストールされていない場合、ロードバランサプラグインのインストールを続行す
ることはできません。

6. Java 2 SDK のインストールを選択するか、プリインストールされている Java 2 
SDK を使用します。

❍ 正しいバージョンの Java 2 SDK がインストールされている場合は、それが使
用されます。あるいは、別の正しいバージョンのパスを入力することもでき
ます。

❍ Java 2 SDK がインストールされていない場合、インストールプログラムで 
Java 2 SDK パッケージを自動的にインストールするように選択できます。

注 ロードバランサプラグインをインストールする場合は、Web サーバー
をインストールしている必要があります。34 ページの「ロードバラン
サプラグインコンポーネントのインストール」を参照してください。
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❍ パッケージベースまたは RPM ベースの配布では、デフォルトのパスに正しく
ないバージョンの Java 2 SDK が見つかった場合、現在のバージョンにアップ
グレードするよう要求されます。

❍ ファイルベースの配布では、Java 2 SDK のインストールを選択した場合にプ
ライベートコピーが install_dir にインストールされます。

デフォルトの Java 2 SDK インストールパス :

❍ Solaris SPARC および x86 パッケージベースの配布の場合 : /usr/j2se

❍ Linux RPM ベースの配布の場合 : /usr/java

❍ Solaris SPARC および x86 ファイルベースの配布の場合 : install_dir/jdk

7. パッケージベースおよび RPM ベースの配布の場合、サーバー設定ディレクトリ
を指定する必要があります。

デフォルトのサーバー設定ディレクトリは次のとおりです。
/etc/opt/SUNWappserver7

8. パッケージベースおよび RPM ベースの配布の場合、サーバードメインディレク
トリを指定する必要があります。

デフォルトのサーバードメインディレクトリは次のとおりです。
/var/opt/SUNWappserver7

9. ロードバランサプラグインコンポーネントを選択した場合は、Web サーバーを特
定します。

10.「サーバーの設定情報」ページ ( またはコマンド行 ) で、次のように入力します。

❍ 「管理ユーザー」 - サーバーの管理者の名前 (admin など )

❍ 「管理ユーザーのパスワード」 - 管理サーバーにアクセスするためのパスワー
ド (8 文字以上 )

❍ 「管理サーバーポート」 - 管理サーバーにアクセスするポート番号

❍ 「HTTP サーバーポート」 - デフォルトサーバーインスタンスにアクセスする
ポート番号

注 Sun Java System Application Server Enterprise Edition ソフトウェアは、
Sun Microsystems の Java 2 SDK で動作することが保証されています。
サードパーティの Java 2 SDK 開発キットはバージョンに関係なくサポート
対象外です。



Application Server ソフトウェアのインストール

第 1 章 Standard Edition および Enterprise Edition ソフトウェアのインストール 33

インストールプログラムは、マシンの利用可能なディスク容量を確認します。ディス
ク容量が不足している場合は、エラーメッセージが表示されます。必要な最小ディス
ク容量については、『Sun Java System Application Server 7 リリースノート』を参照し

てください。

インストールステータスを示す「インストールの概要」ページが表示されます。イン
ストールに失敗した場合は、次の場所にあるログファイルを確認してください。

• インストールログ : /var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_install.log

• 低レベルログ

❍ ファイルベースの Solaris SPARC および x86 の root ユーザー : 
/var/sadm/install/logs/Sun_ONE_Application_Server_install.timestamp

❍ ファイルベースの Solaris SPARC および x86 の root 以外のユーザー : 
/var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_install.timestamp

❍ パッケージベースの Solaris SPARC および x86 : 
/var/sadm/install/logs/Sun_ONE_Application_Server_install.timestamp

❍ ファイルベースの Linux の root ユーザーおよび root 以外のユーザー : 
/var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_install.timestamp

❍ RPM ベースの Linux: 
/var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_install.timestamp

Web サイトから製品をダウンロードした場合は、60 日間有効のライセンスでインス

トールされます。

製品を CD からインストールする場合は、無期限の Application Server Standard 
Edition 製品ライセンスがインストールされます。

11. サーバーを起動します。

12. HADB コンポーネントを選択した場合は、各ホストで次のように入力して、
HADB ソフトウェアが正常にインストールされていることを確認します。
hadbm --help

注 インストールプログラムにより使用中のポートが自動的に検出され、
未使用のポートがデフォルトポートの候補として提示されます。パッ
ケージベースおよびファイルベースの配布の root 以外のユーザーとし
てのデフォルトポートは、HTTP サーバーでは 80 で、管理サーバーで
は 4848 です。

root 以外のユーザーとしてファイルベースの配布をインストールする
場合、デフォルトポートは HTTP サーバーでは 1024 で、管理サーバー
では 4848 です。
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hadbm ユーティリティを使用するすべての使用可能なコマンドのリストが表示さ
れます。hadbm は install_dir/SUNWhadb/4/bin にあります。

これで、システムで高可用性を利用するための設定をする準備ができました。41 ペー

ジの「HADB の設定準備」に進みます。

13. インストール後にロードバランサプラグインを選択した場合は、提供されている 
loadbalancer.xml.example ファイルを編集して実際のアプリケーションサー
バーインスタンスに参照を組み込みます。このファイルは次の場所にあります。
webserver_instance_dir/config/loadbalancer.xml.example

HTTP ロードバランサおよびフェイルオーバーの設定方法の詳細については、
『Sun Java System Application Server Administration Guide』を参照してくださ
い。

14. loadbalancer.xml.example ファイルを loadbalancer.xml として同じディレ
クトリに保存します。

ロードバランサプラグインコンポーネントのイ
ンストール

ロードバランサプラグインコンポーネントをインストールするには、次の手順を実行
します。

1. Web サーバーとロードバランサプラグインをホストするシステムをチェックし
て、インストール済みのロードバランサプラグインまたはリバースプロキシプラ
グインが存在するかどうかを確認します。存在する場合は、インストールプログ
ラムを使用して削除します。

2. ロードバランサプラグインのインストール先のマシンにサポートされている Web 
サーバーがインストールされていることを確認します。

現在サポートされている Web サーバーのバージョンについては、『Sun Java 
System Application Server 7 リリースノート』を参照してください。

3. Web サーバーと Web サーバーインスタンスパスを特定します。

注 同じ権限を使用して、Web サーバーとロードバランサプラグインをイ
ンストールする必要があります。
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インストールステータスを示す「インストールの概要」ページが表示されます。
インストールに失敗した場合は、
/var/tmp/Sun_Java_System_application_Server_install.log にあるインストー
ルログファイルを確認してください。また、低レベルインストールログファイル
が次の場所に作成されます。
/var/sadm/install/logs/Sun_Java_System_Application_Server_install.timest
amp

4. インストール後に、提供されている loadbalancer.xml.example ファイルを編
集して、実際のアプリケーションサーバーのインスタンスに参照を組み込みます。
このファイルは次の場所にあります。
webserver_instance_dir/config/loadbalancer.xml.example

5. loadbalancer.xml.example ファイルを loadbalancer.xml として同じディレ
クトリに保存します。

HTTP ロードバランサおよびフェイルオーバーの設定方法の詳細については、
『Sun Java System Application Server Administration Guide』を参照してくださ
い。

サイレントモードでのインストール
サイレントモードインストールでは、インストール情報を得るために設定ファイルの
確認を行うなどの入力操作を行わずに、インストールが実行されます。ここでは次の
項目について説明します。

• インストール設定ファイルの作成

• サイレントモードでのインストール
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インストール設定ファイルの作成
インストール設定ファイルは、savestate オプションを setup コマンドとともに使

用して対話型インストールを開始するときに作成されます。対話型インストール中、
入力は指定した設定ファイル内に収集され保管されます。この内容はサイレントイン
ストールのテンプレートとなり、あとから 1 台または複数のマシンに製品をインス

トールするときに使用できます。必要に応じて、インストール設定ファイルを変更す
ることができます。

ここでは次の項目について説明します。

• インストール設定ファイルの作成の構文

• インストール設定ファイルの例

• インストール設定ファイルの変更

インストール設定ファイルの作成の構文

インストール設定ファイルの作成の構文は、以下のとおりです。

グラフィカル方式の場合 : ./setup -savestate

コマンド行方式の場合 : ./setup -console -savestate

詳細については、21 ページの「インストール方法」を参照してください。

インストール設定ファイルの例

インストール設定ファイルは次のようになります。

# Wizard Statefile created:Mon Jan 17 16:25:26 PST 2004

#  Wizard path: /tmp/sun-appserver7/./appserv.class

# Install Wizard Statefile for Sun Java System Application Server 7.1 Enterprise 
Edition

#

[STATE_BEGIN Sun Java System Application Server 
108a4222b3a6a8ed98832d45238c7e8bb16c67a5]

defaultInstallDirectory = /opt/SUNWappserver7
currentInstallDirectory = /opt/SUNWappserver7

SELECTED_COMPONENTS = Java 2 SDK, Standard Edition 1.4.21_02#Application 
Server#Sun ONE Message Queue 3.5#Sample Applications#Load Balancing 
Plugin#Uninstall#Startup
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USE_BUNDLED_JDK = FALSE
JDK_LOCATION = /usr/j2se
JDK_INSTALLTYPE = PREINSTALLED
INSTALL_DEFAULT_CONFIG_DIR = /etc/opt/SUNWappserver7
INSTALL_CONFIG_DIR = /etc/opt/SUNWappserver7
INSTALL_DEFAULT_VAR_DIR = /var/opt/SUNWappserver7
INSTALL_VAR_DIR = /var/opt/SUNWappserver7
DOMAINS_DIR = /var/opt/SUNWappserver7/domains
WEBSERVER_INSTALL_DEFAULT_DIR = /usr/iplanet/servers
WEBSERVER_INSTALL_DIR = /opt/iplanet/servers/https-tesla.red.iplanet.com
INST_ASADMIN_USERNAME = admin
INST_ASADMIN_PASSWORD = adminadmin
INST_ASADMIN_PORT = 4848
INST_ASWEB_PORT = 81
INSTALL_STATUS = SUCCESS
[STATE_DONE Sun Java System Application Server 
108a4222b3a6a8ed98832d45238c7e8bb16c67a5]

インストール設定ファイルの変更

インストール設定ファイルは、表 1-4 に記載されている変数と値を編集することに

よって変更できます。

表 1-4 インストール設定ファイルの変数

変数名 有効な値 ( 適用可能な場

合 )
内容 コメント

defaultInstallDirectory デフォルトのイン
ストールディレク
トリパス

インストールプログラムが
アクティブに使用していな
い値

currentInstallDirectory 選択したインス
トールディレクト
リパス

SELECTED_COMPONEN
TS

インストールのた
めに選択した製品
コンポーネントの
リスト

ポンド (#') 文字はリストの区
切り文字として使用される

USE_BUNDLED_JDK TRUE
FALSE

製品にバンドルさ
れている JDK をイ
ンストールするか
どうか
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JDK_LOCATION JDK パス USE_BUNDLED_J2SE が 
false に設定されている場合
はプリインストールされて
いる JDK パス。それ以外の
場合は、バンドルされてい
る J2SE のインストール先

JDK_INSTALLTYPE PREINSTALLED
CANNOTUPGRADE
UPGRADABLE
CLEANINSTALL

既存の JDK インス
トールの処理方法

サイレントインストールの
設定ファイルに有効な値は、
PREINSTALLED と 
CLEANINSTALL のみ

INSTALL_DEFAULT_CO
NFIG_DIR

デフォルトの設定
ファイルのディレ
クトリパス

インストールプログラムが
アクティブに使用していな
い値

INSTALL_CONFIG_DIR 選択した設定ファ
イルのディレクト
リパス

INSTALL_DEFAULT_VAR
_DIR

デフォルトドメイ
ン設定ファイルの
ディレクトリパス

インストールプログラムが
アクティブに使用していな
い値

INSTALL_VAR_DIR 選択したドメイン
設定ファイルの
ディレクトリパス

DOMAINS_DIR 選択したドメイン
設定ファイルの
ディレクトリパス
と、ドメインのサ
ブディレクトリ

AS_INSTALL_VAR_DIR と 
DOMAINS_DIR は通常は同
じ値。ただし、従来のイン
ストールプログラムコード
は両方のエントリを必要と
する

WEBSERVER_INSTALL_D
EFAULT_DIR

デフォルトの Web 
サーバーインスタ
ンスのディレクト
リパス

Enterprise Edition のみのみのみのみ
インストールプログラムが
アクティブに使用していな
い値

WEBSERVER_INSTALL_D
IR

選択した Web サー
バーインスタンス
のディレクトリパ
ス

Enterprise Edition のみのみのみのみ

INST_ASADMIN_USERN
AME

初期ドメインの管
理者のユーザー名

表 1-4 インストール設定ファイルの変数 ( 続き )

変数名 有効な値 ( 適用可能な場

合 )
内容 コメント
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INST_ASADMIN_PASSW
ORD

初期ドメインの管
理者のパスワード

INST_ASADMIN_PORT 0 - 65535 初期ドメインの管
理サーバーのポー
ト番号

INST_ASWEB_PORT 0 - 65535 初期サーバーイン
スタンスのサー
バーのポート番号

INSTALL_STATUS SUCCESS

FAILURE

インストール結果 インストーラの実装によっ
て定まる。インストールプ
ログラムがアクティブに使
用していない値

注 ある配布のために作成された設定ファイルは、Application Server の別
の配布や Edition で使用することはできません。

サイレントインストールの結果を確認するには、ログファイルを参照
してください。

表 1-4 インストール設定ファイルの変数 ( 続き )

変数名 有効な値 ( 適用可能な場

合 )
内容 コメント
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サイレントモードでのインストール
Sun Java System Application Server ソフトウェアをサイレントモードでインストール

するには、次の手順を実行します。

1. 設定ファイルを確認して、サイレントインストールで使用したいものが含まれて
いることを確認します。

2. Sun Java System Application Server ソフトウェアをインストールしようとしてい
る各マシンに、インストール設定ファイルをコピーします。

3. Application Server をインストールしようとしている各マシンに、Sun Java 
System Application Server インストールファイルをコピーします。

4. インストールファイルとインストール設定ファイルをコピーしたディレクトリに
移動します。

5. スーパーユーザーとして、コマンド行に次の形式のコマンドを入力してサイレン
トインストールを開始します。

./setup -silent config_file

指定した config_file が読み込まれ、ディスク容量がチェックされます。その後、
config_file のデータに基づいて製品がインストールされます。

プロンプトが再度表示された時点で、サイレントインストールは完了し、インス
トールコンポーネントがシステムにインストールされています。

6. 『Sun Java System Application Server Administration Guide』の説明に従って、
Application Server ソフトウェアを開始できます。

管理コンソールが起動すると、Application Server グラフィカルインタフェースの
初期ページが表示されます。

これで、システムで高可用性を利用するための設定をする準備ができました。41 ペー

ジの「HADB の設定準備」に進んで、このプロセスを開始します。
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HADB の設定準備

クラスタの一部であるサーバーに高可用性コンポーネントをインストールすると、高
可用性の設定準備が整います。

ここでは次の項目について説明します。

• 共有メモリとセマフォの設定

• ホスト通信の設定

• ユーザー環境の設定

• root 以外の特権に対する管理の設定

• clsetup の使用

• 時刻の同期

ここで説明するタスクを実行したあと、クラスタ、ロードバランサプラグイン、およ
び高可用性データベース (HADB) の設定と管理の詳細な手順について『Sun Java 
System Application Server Administration Guide』を参照してください。

高可用性のトポロジについては、『Sun Java System Application Server システム配備ガ

イド』を参照してください。

共有メモリとセマフォの設定
このセクションには、HADB ホストマシンの共有メモリ設定についての手順が記載さ

れています。HADB を使用する前に、共有メモリを設定する必要があります。

• Solaris での共有メモリの設定

• Linux での共有メモリの設定
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Solaris での共有メモリの設定
1. root としてログインします。

2. root 以外のユーザーとして HADB を管理するための正しいアクセス権が設定され
ていることを確認します。44 ページの「HADB 管理のための RSH の設定」の手
順 6 を参照してください。

3. 次のコマンドを共有メモリ用の /etc/system ファイルに追加します。

set shmsys:shminfo_shmmax=0x80000000
set shmsys:shminfo_shmseg=20

この例では、共有メモリ shmmax を 2G バイト (16 進 0x80000000) に設定していま
す。これは、ほとんどの設定に十分な値です。

shmsys:shminfo_shmmax の設定は 256M バイトごとに 10,000,000 として計算さ
れ、ホストのメモリサイズと同じに設定します。ホストのメモリを決定するには、
次のコマンドを実行します。

prtconf | grep Memory

そのあと、ホストのメモリ値を次の式に入力します。

((<host> M バイト / 256M バイト ) * 10,000,000)

セマフォの場合 :

/etc/system ファイルには、あらかじめ semmni、semmns、および semmnu エン
トリが含まれている場合があります。次に例を示します。

set semsys:seminfo_semmni=10
set semsys:seminfo_semmns=60
set semsys:seminfo_semmnu=30

このエントリが存在する場合は、次のように 16、128、および 1000 をそれぞれ追
加することで、値を増加させます。

set semsys:seminfo_semmni=26
set semsys:seminfo_semmns=188
set semsys:seminfo_semmnu=1030

/etc/system ファイルに上述のエントリが含まれていない場合は、ファイルの末
尾に次のエントリを追加します。

set semsys:seminfo_semmni=16
set semsys:seminfo_semmns=128
set semsys:seminfo_semmnu=1000

これは、コンピュータ上の最大 16 個の HADB ノードを起動するために十分な値
です。

16 個以上のノードがある場合は、『Sun Java System Performance Tuning Guide』
の「HADB」の章を参照してください。
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Linux での共有メモリの設定
1. 共有メモリを 512M バイトに増やすには、次のコマンドを実行します。

echo 536870912 > /proc/sys/kernel/shmmax
echo 536870912 > /proc/sys/kernel/shmall

shmmax は単一の共有メモリセグメントの最大サイズで、shmall は利用可能な共有
メモリの合計です。

デフォルトの値を使用する標準 HADB ノードの場合は、この値で十分です。より
大きなサイズのメモリを使用する場合は、この値を大きくする必要があります。

2. shmmax で指定されているデフォルトの共有メモリ制限は、proc ファイル内でマシ
ンを再起動することなく変更できます。さらに、sysctl(8) を使用して値を変更
することもできます。

3. これらの変更を適用するには、kernel.shmmax=536870912 の行を 
/etc/sysctl.conf ファイルに追加します。このファイルは、ブートプロセス中に
使用されます。

echo kernel.shmmax=536870912 /etc/sysctl.conf

HADB ノードの説明については、 『Sun Java System Application Server 
Administration Guide』の「Administering the High-Availability Database (Enterprise 
Edition)」の章の「Configuring the HADB」を参照してください。また、ストレステ

ストとパフォーマンステストについては、『Sun Java System Application Server 
Performance Tuning Guide』を参照してください。
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ホスト通信の設定
HADB の管理用のリモートアクセスを実装するには、HADB サーバーと HADB 管理

クライアントを稼働させるために使用するすべてのマシンが、リモートシェル (RSH) 
またはセキュアシェル (OpenSSH/SSH) 用に設定されている必要があります。

RSH は単純なリモートシェルコマンドであり、セキュリティ機能はありません。SSH 
通信チャネルは、HADB ノード間で渡されるデータを暗号化することによって、一定

レベルのセキュリティを提供します。

このセクションには、次の説明があります。

• HADB 管理のための RSH の設定

• HADB 管理のための SSH の設定

HADB 管理のための RSH の設定
SSH ではなく RSH を使用する場合は、set managementProtocol オプションを使っ

て RSH を明示的に指定する必要があります。clresource.conf ファイルでこのパラ

メータを設定する方法については、61 ページの表 2-3 を参照してください。

SSH は RSH よりも安全であるため、hadbm create コマンドのデフォルトとして強く

お勧めします。

RSH を実装するには、次の手順を実行します。

1. root としてログインします。

2. Linux プラットフォームの場合のみ、/etc/securetty ファイルに次の内容を追加
します。

注 Solaris 9 の場合は、SSH をデフォルトでインストールすることをお奨めし
ます。

Solaris 8 では、デフォルトでは SSH はインストールされません。使用して
いる Solaris 8 システム上に SSH がない場合は、47 ページの「Solaris 8 へ
の SSH のインストール」の手順に従ってください。

SSH を使用したいが設定されていない場合は、hadbm コマンドを使用する
ことはできません。SSH が認識されていることを確認するには、46 ページ
の「SSH の要件と制限事項」を参照してください。
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rexecRSH
rlogin
pts/0
pts/1

さらに、/etc/xinetd.d/ の下の rexec、rlogin、および rsh ファイルで、
disable=no に変更します。

3. /etc/hosts ファイルを編集して、ローカルホストのホスト名など、選択したす
べての HADB ホストのエントリを組み込みます。localhost の形式を使用します。
次に例を示します。

computer1.xbay.company.com
computer99.zmtn.company.com

4. このファイルを、選択したすべてのインストールホストの /etc/hosts ファイル
に追加します。

5. HADB ユーザーの $HOME ディレクトリで、.rhosts ファイルを作成します。

6. グループやその他に対して読み取り専用のアクセス権が設定されていることを確
認します。

各 HADB ホストのホスト名を追加します。このホスト名にはローカルホストの名
前が含まれ、そのあとにデータベースユーザーの名前が続きます。たとえば、
データベースユーザーが Jon の場合は次のようになります。

computer1.xbay.company.com  Jon
computer99.zmtn.company.com  Jon
mine456.red.mycompany.com Jon

7. このファイルを各 HADB ホストの .rhosts に追加します。

8. 各ホストのホスト通信をチェックします。次に例を示します。

rsh computer99.zmtn.company.com uname -a

ID は他のホストから返されます。
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HADB 管理のための SSH の設定
SSH は RSH よりも安全であるため、hadbm create コマンドを使用する場合に強くお

勧めします。

この節では、次のトピックを取り上げます。

• SSH の要件と制限事項

• Solaris 8 への SSH のインストール

• SSH の設定

SSH の要件と制限事項

SSH を設定するときは、次の要件の一部またはすべてを考慮する必要があります。

• SSH バイナリの場所 - 高可用性の管理クライアントは、ssh バイナリおよび scp 
バイナリが各 HADB ホスト上の次の場所にあるものと予想します。

/usr/bin

❍ バイナリがシステム上にあっても、その場所が正しくない場合は、/usr/bin か
ら正しい場所へのシンボリックリンクを作る必要があります。

❍ Solaris 8 システムの場合、SSH バイナリはデフォルトではインストールされない
ため、存在しない可能性があります。この場合は、47 ページの「Solaris 8 への 
SSH のインストール」の手順に進んでください。

• サポート - サポートは、SunSSH と OpenSSH だけが対象です。別のバージョンの 
SSH を使用する場合は、該当の製品のマニュアルに記載されている設定手順を参
照して、SSH 通信が正しく機能することを確認してください。

• OpenSSH クライアントおよびデーモン - OpenSSH クライアントおよびデーモン
がある環境で実行中の場合、キーファイルに次のように名前を付けてください。

~/.ssh/authorized_keys2 または ~/.ssh/authorized_keys

注 セキュリティの観点から、RSA ベースのバージョン 1 のプロトコルではな
く、DSA ベースのバージョン 2 のプロトコルをお勧めします。選択する
バージョンは、サイトで使用している SSH クライアントソフトウェアに
よって異なります。

注 SSH は、Solaris 9 システムにはデフォルトでインストールされますが、
Solaris 8 にはデフォルトでインストールされません。Solaris 8 に SSH をイ
ンストールするには、47 ページの「Solaris 8 への SSH のインストール」
を参照してください。
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• root 特権で実行 - HADB 管理クライアントを root として実行している場合は、す
べてのマシンの sshd 設定 (/etc/ssh/sshd_config) で PermitRootLogin パラ
メータを必ず yes に設定してください。

• SSH プロトコルのバージョン 2 をサポートしない - SSH クライアントおよびデー
モンが SSH プロトコルのバージョン 2 をサポートしていない場合は、オプション
を付けずに ssh-keygen を実行する必要があります。このキーファイルに、
id_dsa.pub ではなく identity.pub という名前が付きます。このファイルは 
~/.ssh/authorized_keys に追加する必要があります。

• 混在した SSH 環境 - 混在した SSH 環境で操作する場合は、
~/.ssh/authorized_keys2 ファイルと ~/.ssh/authorized_keys ファイルの
両方を作成する必要があります。後者には、バージョン 1 とバージョン 2 の両方
のキーが含まれている場合があります。

• 同じ場所に置く - Sun Java System Application Server と HADB を同じマシン上の
同じ場所に置く場合は、次のコマンドのどちらかを実行して、.ssh ディレクトリ
の下に known_hosts ファイルを作成する必要があります。

ssh localhost

または

ssh hostname

Solaris 8 への SSH のインストール

Solaris 8 システムでは、ssh バイナリおよび scp バイナリはデフォルトではインス

トールされません。これらのバイナリが Solaris 8 システム上にない場合は、次の手順

を実行します。

1. 次のサイトに移動します。

http://www.sunfreeware.com/openssh8.html

このサイトでは、次のようなメッセージが表示されることがあります。

===PLEASE NOTE!!!............ make a note of some of the mirror 
sites so that if the servers are down, you can still download 
from a mirror site.

注 デフォルトでは、Sun SSH は root 特権でのログインを許可しないため、こ
れは no に設定されています。sshd 設定を変更した場合は、sshd を再起
動する必要があります。サービスを再起動するには、次のように入力しま
す。

/etc/init.d/sshd stop/start
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このようなメッセージが表示された場合は、「FTP/Mirror Sites」のリンクのリス
トにあるミラーサイトのいずれかにアクセスしてみてください。次に例を示しま
す。

http://sunfreeware.secsup.org/

2. このサイトで、インストールの手順に従って、必要な OpenSSH のパッケージと
パッチのすべてをダウンロードしてインストールします。

これで SSH を設定する準備が整いました。

SSH の設定

ssh バイナリおよび scp バイナリがすでにインストールされているシステム上に SSH 
を設定するには、次の節で説明する手順のどちらかを実行します。

• マウントされていないホームディレクトリの SSH

• マウントされているホームディレクトリの SSH

マウントされていないホームディレクトリの SSH
ホームディレクトリがマウントされていないシステムに SSH を実装するには、次の手

順を実行します。

1. SSH 要件が理解されていて、46 ページの「SSH の要件と制限事項」に示す要件が
満たされていることを確認します。

2. HADB ユーザーとしてホストにログインします。

3. 次のコマンドを実行して、キーを生成します。

ssh-keygen -t dsa

SSH1 と OpenSSH/1 の場合、通常は ssh-keygen コマンドにパラメータを付ける
必要はありません。

4. 次の 3 つのプロンプトに対して、Enter を押してデフォルトのオプションを受け入
れます。

5. クラスタ内のすべてのマシンに対して手順 1、2、および 3 を繰り返します。

~/.ssh ディレクトリ内にある identity.pub または id_dsa.pub というファイル 
(SSH のバージョン 1 とバージョン 2 のどちらを使うかによって異なる ) に公開鍵が格

納されます。マシンに接続する際のパスワード入力を不要にするには、このファイル
の内容を、すべてのマシン上の authorized_keys というファイルに追加する必要が

あります。

6. ログイン ID を設定するには、ユーザーディレクトリに移動します。

~/.ssh.

SSH1、OpenSSH/1 の場合、次の手順を行います。
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a. identity.pub ファイルをコピーして、 authorized_keys という名前を付け
ます。

b. クラスタ内のその他のマシンでそれぞれ、identity.pub ファイルの内容を
コピーし、それをローカルの authorized_keys ファイルに追加します。

OpenSSH/2 の場合、次の手順を行います。

a. id_dsa.pub ファイルをコピーして、 authorized_keys2 という名前を付け
ます。

b. クラスタ内のその他のマシンでそれぞれ、id_dsa.pub ファイルの内容をコ
ピーし、それをローカルの authorized_keys2 ファイルに追加します。

7. すべての HADB マシンの ~/.ssh ディレクトリに、authorized_keys ファイル
をコピーします。

8. ssh ディレクトリ、HADB ユーザーのホームディレクトリ、および 
.ssh/authorized_keys ファイルに対して、グループとその他の書き込み権がな
いことを確認します。

必要に応じて、これらのグループやその他の書き込み権を、次のようにして無効
にします。

chmod og-w ~/.ssh
chmod og-w ~/.ssh/authorized_keys
chmod og-w $HOME

$HOME を HADB ユーザーのホームディスクと置き換えます。たとえば、次のよう
にします。

chmod og-w ~/johnsmith

9. ユーザーが入力しなくてもログインできるようにするには、はじめて SSH を使用
するときに (SSH 環境を設定したあと )、/.ssh ディレクトリの下の 
known_hosts ファイルに、次のようにノードマシン名を追加する必要がありま
す。

注 ~/.ssh ディレクトリの下のファイルに対してグループやその他に読み取
り権が与えられている場合でも、自動 SSH ログイン ID を設定することは
できません。この場合、ssh machine_name を実行しようとすると、システ
ムによりアクセス権が正しくないことが示され、パスワードの入力が求め
られます。このため、自動ログインを有効にする場合は、グループとその
他にアクセス権を与えないことをお勧めします。
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a. 次のように入力します。

ssh machine_name

machine_name を known_hosts ファイルに追加するかどうかを確認する
「Yes/No」の質問が表示されます。

b. 「Yes」と答えます。

これで、入力しなくてもログインできるようになります。

10. SSH が正しく設定されたことを確認するには、HADB の管理ツールを実行する前
に、クラスタ内の各ホストに対して SSH の確認を行います。

パスワードの入力は必要なく、自動ログインします。

マウントされているホームディレクトリの SSH
ホームディレクトリがマウントされているシステムに SSH を実装するには、次の手順

を実行します。

1. 46 ページの「SSH の要件と制限事項」に示すように、SSH 要件が満たされている
ことを確認します。

2. HADB ユーザーとしてホストにログインします。

3. 次のコマンドを実行して、キーを生成します。

ssh-keygen -t dsa

SSH1 と OpenSSH/1 の場合、通常は ssh-keygen コマンドにパラメータを付ける
必要はありません。

4. 次の 3 つのプロンプトに対して、Enter を押してデフォルトのオプションを受け入
れます。

~/.ssh ディレクトリ内にある identity.pub または id_dsa.pub というファイ
ル (SSH のバージョン 1 とバージョン 2 のどちらを使うかによって異なる ) に公開
鍵が格納されます。マシンに接続する際にパスワードの入力が求められないよう
にするには、このファイルの内容を、すべてのマシン上の authorized_keys2 と
いうファイルに追加する必要があります。これは次のようにして行います。

5. ログイン ID を設定するには、ユーザーディレクトリに移動します。

~/.ssh.

SSH1、OpenSSH/1 - identity.pub ファイルをコピーし、それに 
authorized_keys という名前を付けます。

OpenSSH/2 - id_dsa.pub ファイルをコピーし、それに authorized_keys とい
う名前を付けます。

6. ssh ディレクトリと .ssh/authorized_keys ファイルに、グループとその他に
対する書き込み権がないことを確認します。
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必要に応じて、これらのグループやその他の書き込み権を、次のようにして無効
にします。

chmod og-w ~/.ssh
chmod og-w ~/.ssh/authorized_keys
chmod og-w /$HOME

HOME を HADB ユーザーのホームディスクと置き換えます。次に例を示します。

chmod og-w ~/johnsmith

7. ユーザーが入力しなくてもログインできるようにするには、はじめて SSH を使用
するときに (SSH 環境を設定したあと )、/.ssh ディレクトリの下の 
known_hosts ファイルに、ノードマシン名を追加する必要があります。

ssh machine_name

machine_name を known_hosts ファイルに追加するかどうかのメッセージが表示さ
れたら、「Yes」と答えます。これで、何も入力することなくログインできます。

8. SSH が正しく設定されたことを確認するには、HADB の管理ツールを実行する前
に、クラスタ内の各ホストに対して SSH の確認を行います。

パスワードの入力は必要なく、自動ログインします。

注 ~/.ssh ディレクトリの下のファイルに対してグループやその他に読み取
り権が与えられている場合でも、自動 SSH ログイン ID を設定することは
できません。この場合、ssh machine_name を実行しようとすると、システ
ムによりアクセス権が正しくないことが示され、パスワードの入力が求め
られます。このため、自動ログインを有効にする場合は、グループとその
他にアクセス権を与えないことをお勧めします。
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ユーザー環境の設定
ホスト通信を設定すると、次のようにして、hadbm コマンドを 
install_dir/SUNWhadb/4/bin ディレクトリから実行できます。

./hadbm

ただし、高可用性の管理クライアントのコマンドをどこからでも使用できるように
ローカル環境を設定すると、より便利です。これを設定するには、次の手順を実行し
ます。

1. PATH 変数を次のように設定します。

setenv PATH ${PATH}:install_dir/bin:install_dir/SUNWhadb/4/bin

2. 次のコマンドを実行して、PATH 設定が正しいことを確認します。

which asadmin
which hadbm

3. 複数の Java バージョンがインストールされている場合は、JAVA_HOME 環境が 
Enterprise Edition の JDK バージョン 1.4.2_02 にアクセスしていることを確認しま
す。

setenv JAVA_HOME java_install_dir
setenv PATH ${PATH}:${JAVA_HOME}/bin

root 以外の特権に対する管理の設定
デフォルトでは、Sun Java System Application Server の初期インストールまたは設定

時、Sun Java System Application Server 用に作成されたファイルとパスの書き込み権

はルートのみに与えられます。ルート以外のユーザーが Sun Java System Application 
Server を作成したり管理したりする場合、関連するファイルの書き込み権を、その特

定のユーザー、またはそのユーザーが属するグループに与える必要があります。影響
を受けるファイルとそのデフォルトの場所は次のとおりです。

• Sun Java System Application Server 設定ファイル - install_config_dir/cl*.conf

• Sun Java System Application Server 設定および管理スクリプト - 
install_dir/bin/cl*

• HADB バイナリ - install_dir/SUNWhadb

注 この節の例では、csh を使用します。別のシェルを使用する場合は、使用
するシェルのマニュアルページで変数の設定手順を参照してください。
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• HADB 設定 - /etc/opt/SUNWhadb

• clsetup ログファイルの場所 - /var/tmp

次の手順で説明するように、Sun Java System Application Server を管理するための

ユーザーグループを作成できます。もう 1 つの方法は、特定のユーザーにアクセス権

と所有権を設定することです。

Sun Java System Application Server のユーザーグループを作成し、インストールルー

トディレクトリのアクセス権を設定するには、影響を受けるファイルのそれぞれに対
して次の手順を繰り返します。

1. root としてログインします。

2. コマンドプロンプトから、Sun Java System Application Server ユーザーグループ
を作成します。次に例を示します。

# groupadd s1asuser

コマンド行で groupadd と入力して、適切な使用法を表示します。

3. 影響を受けるファイルのそれぞれのグループ所有権を、新たに作成したグループ
に変更します。次に例を示します。

chgrp -R sjsasuser install_config_dir/cl*.conf

4. 新しく作成したグループの書き込み権を設定します。

chmod -R g+rw install_config_dir/cl*.conf

5. 影響を受けるファイルのそれぞれで、手順 3 と 4 を繰り返します。

6. clsetup コマンドと cladmin コマンドを、新しく作成したグループで作成できる
ようにします。次に例を示します。

chmod -R g+x install_dir/bin/cl* 

7. --sysuser オプションを使って、デフォルトのドメインである domain 1 を削除
してから再度作成します。sysuser も新たに作成したグループに属する必要があり
ます。次に例を示します。

asadmin delete-domain domain1

asadmin create-domain --sysuser bleonard --adminport 4848 
--adminuser admin --adminpassword password domain1 
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clsetup の使用
clsetup ユーティリティの目的は、一般的な設定で基本クラスタを設定するプロセス

を自動化することです。clsetup コマンドは install_dir/bin にあります。install_dir 
は、Sun Java System Application Server ソフトウェアがインストールされているディ

レクトリです。

clsetup ユーティリティは、cladmin コマンドとともに Sun Java System Application 
Server ソフトウェアにバンドルされています。

ここでは次の項目について説明します。

• clsetup の機能

• clsetup の要件と制限事項

• clsetup 入力ファイルの編集

• clsetup の実行

• clsetup のクリーンアップ手順

clsetup の機能
clsetup ユーティリティは、Sun Java System Application Server コマンドのセットで

す。これを使えば、事前に内容が設定されている入力ファイルに基づいて、自動的に
クラスタを設定できます。クラスタ設定の一部として、HADB が作成されます。ただ

し、『Sun Java System Application Server Administration Guide』で説明されているよ

うに、hadbm コマンドを使用して作業用クラスタを設定する必要があります。

この節では次の項目について説明します。

• 入力ファイルの機能

注 cladmin コマンドは、インストールと設定のすべてのタスクが完了したあ
とで、クラスタの設定と管理のプロセスを効率化するために使用します。
HADB の作成方法と cladmin コマンドの使用方法については、『Sun Java 
System Application Server Administration Guide』を参照してください。

注 clsetup ユーティリティインタフェースは不確定です。不確定なインタ
フェースは試験的または一時的なインタフェースであるため、次のリリー
スで互換性がなくなったり、削除されたり、または安定したインタフェー
スに置き換えられたりする場合があります。
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• clsetup が実行する内容

• clsetup が使用するコマンド

入力ファイルの機能

clsetup ユーティリティでは、次の 3 つの入力ファイルを使ってクラスタを設定しま

す。

• clinstance.conf - このファイルは、アプリケーションサーバーインスタンスの 
server1 と server2 に関する情報が事前に設定されています。このファイルの内容
の詳細については、58 ページの「clinstance.conf ファイル」を参照してください。

• clpassword.conf - このファイルには、Sun Java System Application Server 7.1, 
Enterprise Edition ソフトウェアをインストールしたときに指定した、domain1 の
管理サーバーパスワードが事前に設定されています。このファイルの内容の詳細
については、60 ページの「clpassword.conf ファイル」を参照してください。

• clresource.conf - このファイルには、クラスタリソースである HADB、JDBC 
接続プール、JDBC リソース、およびセッションストアとセッション持続性に関
する情報が事前に設定されています。このファイルの内容の詳細については、60
ページの「clresource.conf ファイル」を参照してください。

一般的なクラスタの設定をするようあらかじめ設定されている、clsetup 設定パラ

メータを使用します。別の設定をサポートするには、設定ファイルの一部、またはす
べてを編集します。

clsetup が実行する内容

clsetup 入力ファイルに事前に設定されている値を使って、clsetup ユーティリティ

コマンドは次のことを行います。

• domain1 というデフォルトのドメイン内に、server2 という新しいサーバーインス
タンスを作成します。server2 の HTTP ポート番号は、インストール時に server1 
に指定した HTTP ポート番号の次に続く番号です。たとえば、インストール時に 
server1 にポート番号 80 を指定すると、server2 のポート番号は 81 です。

• ローカルマシン上に 2 つのノードを持つ hadb という HADB を作成します。ポー
トベースは 15200 で、データベースパスワードは password です。

• HADB にセッション情報を格納するために必要な HADB 表を作成します。

• clinstance.conf ファイル (server1、server2) にリストされているすべてのイン
スタンスに、appservCPL という接続プールを作成します。

注 クラスタの設定に必要な設定パラメータは常に入力ファイルから読み取ら
れ、コマンド行から指定することはできません。
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• clinstance.conf ファイル (server1、server2) にリストされているすべてのイン
スタンスに、jdbc/hastore という JDBC リソースを作成します。

• clinstance.conf ファイル (server1、server2) にリストされているすべてのイン
スタンスに、セッション持続性情報を設定します。

• clinstance.conf ファイル (server1、server2) にリストされているすべてのイン
スタンスに RMI/IIOP クラスタを設定し、RMI/IIOP フェイルオーバーを有効に
します。

• clinstance.conf ファイル (server1、server2) にリストされているすべてのイン
スタンスで、SFSB フェイルオーバーを設定します。

• clinstance.conf ファイル (server1、server2) にリストされているすべてのイン
スタンスで高可用性を有効にします。

clsetup が使用するコマンド

clsetup ユーティリティは、多数の hadbm コマンドと asadmin コマンドを使ってク

ラスタを設定します。表 2-1 では、左側の列に clsetup のタスクを示し、右側の列に

タスクの実施に使われるコマンドを示しています。

注 clresource.conf および clpassword.conf 入力ファイルはパスワー
ドを格納するため、0600 アクセス権でアクセス保護されています。

表 2-1 clsetup ユーティリティが使用する hadbm および asadmin コマンド

clsetup で実行するタスク コマンド

データベースが存在するかどうか
をチェックします

hadbm status

HADB を作成して起動します hadbm create

JDBC URL を取得します hadbm get jdbcURL

セッションストアを作成します asadmin create-session-store

インスタンスの状態をチェックし
ます

asadmin show-instance-status

インスタンスを作成します asadmin create-instance

JDBC 接続プールを作成します asadmin create-jdbc-connection-pool

データソースを登録します asadmin create-jdbc-resource

持続タイプを設定します asadmin configure-session-persistence

RMI/IIOP フェイルオーバーを設
定します

asadmin add-iiop-cluster-endpoint
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clsetup の要件と制限事項
clsetup ユーティリティには、次の要件と制限が適用されます。

• インストールパス、デバイスパス、設定パスなどは、クラスタを構成するすべて
のマシン上で同じでなければなりません。

• clsetup を使用する前に、ローカルマシンで asadmin ユーティリティおよび 
hadbm ユーティリティが利用可能になっている必要があります。clsetup は、次
のコンポーネントがインストールされているマシンでのみ実行できます。

❍ Sun Java System Application Server コンポーネントまたは Sun Java System 
Application Server 管理クライアントのコンポーネント

❍ HADB コンポーネントまたは HADB 管理クライアントのコンポーネント

• clsetup を使用するには、41 ページの「共有メモリとセマフォの設定」の説明に
従って、共有メモリを設定します。clsetup ユーティリティは共有メモリの値を
設定しません。

• clsetup ユーティリティを使用するには、44 ページの「ホスト通信の設定」の説
明に従って、SSH または RSH 用の HADB クラスタホスト通信を設定します。

• RSH ( デフォルトではない ) を使用する場合は、clresource.conf ファイルの次
の行のコメント指定を外します。

#set managementProtocol=rsh

• SSH を使用する同じマシン上で Application Server と HADB を同じ場所に置く場
合は、known_hosts ファイルが .ssh ディレクトリの下に存在しなければなりま
せん。このファイルが存在しない場合は、clsetup を使用する前に、ssh localhost 
または ssh hostname コマンドのどちらかを実行します。

• clsetup を実行する前に、クラスタの一部である Sun Java System Application 
Server のすべてのインスタンスの管理サーバーを起動する必要があります。

• 管理者のパスワードは、クラスタの一部であるすべてのドメイン間で同じである
必要があります。

• 処理するエントリ (HADB ノードと Application Server インスタンス ) がすでに存
在する場合、clsetup はそれらを削除したり再設定したりしないで、各設定手順
は省略されます。

SFSB フェイルオーバーを設定しま
す

asadmin set

インスタンスを再設定します asadmin reconfig -u admin

表 2-1 clsetup ユーティリティが使用する hadbm および asadmin コマンド ( 続き )

clsetup で実行するタスク コマンド
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• 入力ファイルで指定した値は、クラスタ内のすべてのインスタンスで同じになり
ます。clsetup は異なる値でインスタンスを設定するように設計されていませ
ん。たとえば、clsetup は、インスタンスごとに設定が異なる JDBC 接続プール
は作成できません。

• clsetup では、inetd は設定されません。HADB は inetd 設定なしで作成され
ます。inetd の設定手順については、『Sun Java System Application Server 
Administration Guide』を参照してください。

• シェル初期化ファイル内のホスト名 - .cshrc または .login ファイルにホスト名
とともにプロンプトを組み込むと、clsetup が停止したように見えることがあり
ます。リモートコマンドの実行中のプロンプトと余剰な出力を削除します。たと
えば、hostB で hostname コマンドを実行したときに、プロンプトなしで hostB 
が印刷される必要があります。

• clsetup を root 以外のユーザーとして実行するには、「root 以外の特権に対する
管理の設定」で説明されている手順に従ってください。

clsetup 入力ファイルの編集
clsetup コマンドに必要な入力ファイルは、インストール処理の中で設定インストー

ルディレクトリ ( デフォルトは /etc/opt/SUNWappserver7) の下にインストールさ

れます。これらの入力ファイルには通常設定の値が事前に入力されており、使用する
設定に応じて変更できます。

このセクションには、次の内容があります。

• clinstance.conf ファイル

• clpassword.conf ファイル

• clresource.conf ファイル

clinstance.conf ファイル

clsetup を動作させるため、クラスタの一部であるすべてのアプリケーションサー

バーのインスタンスが clinstance.conf ファイルに定義されている必要があります。

インストール中に、2 つのインスタンスのエントリにより clinstance.conf ファイ

ルが作成されます。クラスタにインスタンスを追加する場合は、そのインスタンスに
関する情報を次のように追加する必要があります。

# Comment
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instancename instance_name
user user_name
host localhost
port admin_port_number
domain domain_n
instanceport instance_port_number

クラスタの一部であるインスタンスごとに 1 組のエントリが必要です。ハッシュマー

ク (#) で始まる行はコメントとして扱われます。

表 2-2 では、clinstance.conf ファイル内のエントリに関する情報を説明していま

す。左側の列にはパラメータ名、中央の列にはパラメータの定義、右側の列にはデ
フォルト値を示しています。

clinstance.conf ファイルの例
この clinstance.conf ファイルには、2 つのインスタンスに関する情報が含まれて

います。

#Instance 1

注 これらのエントリの clinstance.conf ファイルでの順序は重要であるた
め、ここで示す順序は変更しないでください。その他のアプリケーション
サーバーインスタンスに関する情報を追加する場合、これらのインスタン
スのエントリは同じ順序で表示される必要があります。コメントはファイ
ルの任意の場所に追加できます。

表 2-2 clinstance.conf ファイルのエントリ

パラメータ 定義 デフォルト値

instancename Application Server のインスタンス名 server1、server2

user 管理サーバーのユーザー名 admin

host ホスト名 localhost

port 管理サーバーのポート番号 4848

domain 管理ドメイン名 domain1

instanceport Application Server インスタンスポート 80, 81

master マスターインスタンス ( クラスタ検証に使用 ) false
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instancename server1
user admin
host localhost
port 4848
domain domain1
instanceport 80

#Instance 2

instancename server2
user admin
host localhost
port 4848
domain domain1
instanceport 81

clpassword.conf ファイル

clsetup を実行するとき、asadmin コマンドには管理サーバーのパスワードが必要で

す。このパスワードは、インストール時に clpassword.conf ファイルに指定されま

す。

clpassword.conf ファイルの形式は次のとおりです。

AS_ADMIN_PASSWORD= password

password は管理サーバーのパスワードです。

アクセス権 0600 が clpassword.conf ファイルに事前設定されています。このファイ

ルにアクセスできるのは root ユーザーのみです。

clresource.conf ファイル
インストール中に clresource.conf ファイルが作成されて、通常の設定が行われま

す。clresource.conf ファイルには、クラスタの一部である次のリソースに関する

情報が含まれています。

• HADB

• セッションストア

• JDBC 接続プール

• JDBC リソース

• セッション持続性

アクセス権 0600 が clresource.conf ファイルに事前設定されています。これにアク

セスできるのはルートユーザーのみです。
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次の表では、clresource.conf ファイルのパラメータについて説明しています。左

側の列にはパラメータ名、中央の列にはパラメータの定義、右側の列にはデフォルト
値を示しています。

表 2-3 では、clresource.conf ファイルの HADB パラメータについて説明しています。

注 clsetup を実行する前に、最適化や別の設定のために、
clresource.conf ファイルに指定した値を変更することができます。値
を編集する場合は、ファイルの順序と形式を変更しないでください。

ハッシュマーク (#) で始まる行はコメントとして扱われます。

表 2-3 clresource.conf ファイルの HADB パラメータ

パラメータ 定義 デフォルト値

historypath 履歴ファイルのパス /var/tmp

devicepath データおよびログデバイスのパス /opt/SUNWappserver7/SUNWhadb/4

datadevices 各ノード上のデータデバイスの数 1

portbase ノード 0 に使われるポートベース番
号。別のノードには、ここで示す番号
から 20 ずつ増分されたポート番号 
(10000 ～ 63000 の範囲のランダムな番
号 ) が割り当てられます

15200

spares スペアノードの数 0

set コンマで区切られた、データベース設
定属性のリスト

有効なデータベース設定属性の説明につ
いては、『Sun Java System Application 
Server 7.1 Administration Guide』を参照
してください。

たとえば、SSH ( デフォルト ) ではなく 
RSH を使用するよう指定するには、次の
行のコメント指定を外します。#set 
managementProtocol=rsh

inetd HADB が inet デーモンを使って実行
されているかどうかを示します

false

inetdsetupdir inet デーモンの設定ファイルがある
ディレクトリ

/tmp

devicesize デバイスのサイズ (M バイト )。このサ
イズはすべてのデバイスに適用されま
す

512
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データベース名は、clresource.conf ファイルの [HADBINFO] セクションの末尾に

指定されます。

表 2-4 では、clresource.conf ファイルのセッションストアパラメータについて説明

しています。

表 2-5 では、clresource.conf ファイルの JDBC 接続プールパラメータについて説明

しています。

dbpassword HADB ユーザーのパスワード password

hosts すべてのデータノードに使用されるす
べてのホスト

値は、インストール時に指定したホスト
に基づいて自動的に設定されます

表 2-4 clresource.conf ファイルのセッションストアパラメータ

パラメータ 定義 デフォルト値

storeurl HADB ストアの URL REPLACEURL

注 : 値は実行時の実際の URL と置き換えられ
ます

storeuser セッションストアへのアクセス
権を持つユーザー

appservusr

注 : 表 2-5 の username プロパティと一致する
必要があります

storepassword storeuser のパスワード password

注 : 表 2-5 の password プロパティと一致する
必要があります

dbsystempassword HADB システムユーザーのパ
スワード

password

表 2-5 clresource.conf ファイルの JDBC 接続プールパラメータ

パラメータ 定義 デフォルト値

steadypoolsize プールに保持される接続の最小数およ
び初期数

8

maxpoolsize 作成できる接続の最大数 32

表 2-3 clresource.conf ファイルの HADB パラメータ ( 続き )

パラメータ 定義 デフォルト値
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接続プール名は、clresource.conf ファイルの [JDBC_CONNECTION_POOL] セク

ションの末尾に指定されます。

datasourceclass
name

ベンダーから提供される JDBC データ
ソースの名前

ベンダーから提供される JDBC データ
ソースに対応するデータソースクラス
の名前は、 
javax.sql.XADatasource インタ
フェースを実装する

XA に対応していない、またはローカ
ルトランザクション専用のデータソー
スでは、javax.sql.Datasource イ
ンタフェースが実装される

com.sun.hadb.jdbc.ds.HadbDataS
ource

isolationlevel プールされているデータベース接続の
トランザクション遮断レベルを指定す
る

repeatable-read

isisolationguar
anteed

トランザクション遮断レベルが保証さ
れる

true

validationmetho
d

検証方法の種類を指定する meta-data

property ユーザー名、パスワード、およびリ
ソース設定の指定に使われるプロパ
ティ

username=appservusr:password=p
assword:cacheDataBaseMetaData=
false:eliminateRedundantEndTra
nsaction=true:serverList=REPLA
CEURL

注 : ユーザー名とパスワードのプロパ
ティでは、必ず、セッションストアパラ
メータの表に示されている値と同じ値を
使用してください。REPLACEURL は、実
行時の実際の URL と置き換えらます

表 2-5 clresource.conf ファイルの JDBC 接続プールパラメータ ( 続き )

パラメータ 定義 デフォルト値
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表 2-6 では、clresource.conf ファイルの JDBC リソースパラメータについて説明し

ています。

JDBC リソース名は、clresource.conf ファイルの [JDBC_RESOURCE] セクション

の末尾に定義されています。

表 2-7 では、clresource.conf ファイルのセッションの持続性パラメータについて説

明しています。

表 2-8 では、clresource.conf ファイルのステートフルセッション Bean パラメータ

について説明しています。

表 2-6 clresource.conf ファイルの JDBC リソースパラメータ

パラメータ 定義 デフォルト値

connectionpoolid 接続プールの名前 appservCPL

注 : 接続プール名は表 2-5 に指定されています。

表 2-7 clresource.conf ファイルのセッション持続性パラメータ

パラメータ 定義 デフォルト値

type セッション持続性タイプ ha

frequency セッション頻度 web-method

scope セッションの範囲 セッション

store セッションストア jdbc/hastore

注 : ストア名は、[JDBC_RESOURCE] セク
ションの末尾に定義されています

表 2-8 clresource.conf ファイルのステートフルセッション Bean パラメータ

パラメータ 定義 デフォルト値

sfsb ステートフルセッション Bean 
フェイルオーバー

false
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表 2-9 では、clresource.conf ファイルの RMI/IIOP フェイルオーバーパラメータ

について説明しています。

表 2-10 では、clresource.conf ファイルのクラスタ識別パラメータについて説明し

ています。

clresource.conf ファイルの例
[HADBINFO]
historypath /var/tmp
devicepath /opt/SUNWappserver7/SUNWhadb/4
datadevices 1
portbase 15200
spares 0
#set managementProtocol=rsh
inetd false
inetdsetupdir /tmp
devicesize 512
dbpassword password
hosts machine1,machine1
hadb

[SESSION_STORE]
storeurl REPLACEURL
storeuser appservusr
storepassword password
dbsystempassword password

[JDBC_CONNECTION_POOL]
steadypoolsize 8
maxpoolsize 32
datasourceclassname com.sun.hadb.jdbc.ds.HadbDataSource
isolationlevel repeatable-read

表 2-9 clresource.conf ファイルの RMI/IIOP フェイルオーバーパラメータ

パラメータ 定義 デフォルト値

rmi_iiop RMI/IIOP クラスタ設定 false

表 2-10 clresource.conf ファイルの クラスタ識別パラメータ

パラメータ 定義 デフォルト値

cluster_id クラスタ ID cluster1
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validationmethod meta-data
property 
username=appservusr:password=password:cacheDataBaseMetaData=false:e
liminateRedundantEndTransaction=true:serverList=REPLACEURL

appservCPL

[JDBC_RESOURCE]
connectionpoolid appservCPL
jdbc/hastore

[SESSION_PERSISTENCE]
type ha
frequency web-method
scope session
store jdbc/hastore

clsetup の実行
clsetup の実行の構文は次のとおりです。

clsetup [--help] [--instancefile instance_file_location] [--resourcefile 
resource_file_location] [--passwordfile password_file_location] verify

引数が指定されていない場合、clsetup は次のデフォルトを使用します。

--instancefile は install_config_dir/clinstance.conf

--resourcefile は install_config_dir/clresource.conf

--passwordfile は install_config_dir/clpassword.conf

カスタムの入力ファイルの場所を指定することで、これらの引数を無効にできます。
次に例を示します。

./clsetup --resourcefile /tmp/myappservresource.conf

カスタムの入力ファイルを指定するときは、入力ファイルにある必須形式に従ってく
ださい。この手順については、58 ページの「clsetup 入力ファイルの編集」を参照し

てください。

clsetup を実行するには、次の手順を行います。

1. 57 ページの「clsetup の要件と制限事項」に記載されている要件が満たされている
ことを確認します。

注 clsetup を root 以外のユーザーとして実行する場合は、52 ページの
「root 以外の特権に対する管理の設定」を参照して設定を行なってくださ
い。
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2. 入力ファイルにクラスタの設定に必要な情報があることを確認します。必要に応
じて、58 ページの「clsetup 入力ファイルの編集」のガイドラインに従って入力
ファイルを編集します。

3. RSH を使用する場合は、clresource.conf ファイルを編集して次の行のコメン
ト指定を外します (# 記号を削除します )。
#set managementProtocol

4. Sun Java System Application Server インストールディレクトリ下の /bin ディレ
クトリに移動します。

5. clsetup コマンドを実行します。
./clsetup

clsetup コマンドにより詳細モードで実行されます。さまざまなコマンドが実行
中に画面に表示され、出力はログファイル /var/tmp/clsetup.log にリダイレ
クトされます。

重大なエラーが発生した場合は、設定が停止し、ログファイルにエラーが記録さ
れます。ログファイルがすでに存在している場合は、出力が既存のログファイル
に追加されます。

処理するエントリ (HADB ノードと Application Server インスタンス ) がすでに存
在する場合、clsetup コマンドはそれらを削除したり再設定したりしないで、各
設定手順は省略されます。この種のイベントは、ログファイルに記録されます。

6. clsetup が設定を完了すると、それぞれの設定を確認したあとでログファイルの
スキャンを行います。

7. 完了すると、clsetup により、表 2-11 に記載されている終了コードが返されま
す。

表 2-11 clsetup コマンドの終了コード

終了コード 説明

0 正常に終了

2 使用法のエラー

3 インスタンスファイルが見つからない

4 インスタンスファイルを読み取れない

5 リソースファイルが見つからない

6 リソースファイルを読み取れない

7 パスワードファイルが見つからない

8 パスワードファイルを読み取れない

10 スクリプトが asadmin を見つけられない



clsetup の使用

68 Application Server 7 2004Q2• インストールガイド

clsetup のクリーンアップ手順
clsetup を実行したあと、発生したエラーがログファイル /var/tmp/clsetup.log 
に記録されます。clsetup コマンドの実行後に毎回ログファイルを調べ、報告される

重大なエラー ( たとえば、存在しないインスタンスの作成に失敗 ) を修正してくださ

い。

設定のすべてまたは一部は、次のようにして元に戻すことができます。

• Application Server インスタンスを削除するには、次のコマンドを実行します。
asadmin delete-instance instance_name

• HADB を削除するには、次のコマンドを実行します。

a. hadbm stop database_name

b. hadbm delete database_name

• セッションストアをクリアするには、次のコマンドを実行します。

cladmin clear-session-store --storeurl URL_information --storeuser 
storeUsername --storepassword store_user_name

• JDBC 接続プールを削除するには、次のコマンドを実行します。

asadmin delete-jdbc-connection-pool connectionpool_name

• JDBC リソースを削除するには、次のコマンドを実行します。

cladmin delete-jdbc-resource JDBCresource_Name

これらのコマンドの詳細な例については、マニュアルページを参照してください。
HADB の設定と、クラスタ、ロードバランサプラグイン、および HADB の管理を行

うには、『Sun Java System Application Server Administration Guide』を参照してくだ

さい。

11 スクリプトが hadbm を見つけられない

12 一時ファイルを作成できない

13 セッションストアの設定に失敗した

14 HADB の作成に失敗した

15 HADB が jdbcURL の取得に失敗した

16 ユーザーが Welcome メッセージで終了する

表 2-11 clsetup コマンドの終了コード ( 続き )

終了コード 説明
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時刻の同期
HADB は、内部イベントの管理やデバッグ目的でシステムクロックのタイムスタンプ

を使用するため、HADB を実行しているホストの時刻を同期させておくことを強くお

奨めします。イベントは、先頭にタイプスタンプが付いた履歴ファイルに書き込まれ
ます。HADB は分散システムのため、トラブルシューティングですべての HADB 
ノードの履歴ファイルがまとめて分析されます。また、HADB は内部でシステムク

ロックを使用して、タイムアウトのような時間依存のイベントを管理します。

HADB を実行しているシステムのシステムクロックを調整することはお奨めしませ

ん。HADB は通常システムクロックを使用するように実装されていますが、次の点に

注意する必要があります。

• ホスト上のオペレーティングシステムまたはその他のソフトウェアコンポーネン
トの問題が、時計が調整されたときにシステム全体の問題を引き起こす場合があ
ります。よく起こるのが、ノードのハングや再起動です。

• 時計を遅らせると、時計が調整されている間 HADB サーバープロセスがハングす
る場合があります。時計を進ませる場合には、同じ問題は起こりません。

時計を同期させるには、Solaris では "xntpd" ( ネットワークタイムプロトコルデーモ

ン )、Linux では "ntpd" を使用できます。
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第 3 章

Standard Edition および Enterprise Edition
ソフトウェアのアンインストール

この章では、Sun Java System Application Server ソフトウェアをシステムからアンイ

ンストールする方法について説明します。

ここでは次の項目について説明します。

• アンインストールについて

• Application Server ソフトウェアのアンインストール

• サイレントモードでのアンインストール ( 非対話型 )

アンインストールについて
インストールプログラムは、各コンポーネントに対して指定されているコンポーネン
トの依存関係を適用します。いったんコンポーネントの依存関係が満たされると、コ
ンポーネントのライフサイクルは独立します。

アンインストールに失敗すると、インストールが完全にロールバックし、製品の再イ
ンストールが必要になります。

すべてのコンポーネントがアンインストールされます。ソフトウェアの部分的なアン
インストールはサポートされていません。

注 アンインストールが失敗した場合は、新しくインストールを行う前に、
残ったファイルやプロセスをクリーンアップする必要があります。『Sun 
Java System Application Server Troubleshooting Guide』を参照してくださ
い。
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アンインストールの要件
Enterprise Edition のアンインストールを成功させるには、次のことが必要です。

• アンインストールを実行する前に、すべてのデータベースを停止して無効にしま
す。

HADB の停止方法に関するガイドラインについては、『Sun Java System 
Application Server Administration Guide』を参照してください。

• すべてのデータベースホストには、root ユーザーとして SSH または RSH によっ
てアクセスできます。

HADB 通信をこのように設定する手順については、「ホスト通信の設定」を参照
してください。

• アンインストールプログラムは、元のインストールホストから実行されます。

Application Server ソフトウェアのアンインス
トール

アンインストールが実行される前に、アンインストールプログラムにより、Sun Java 
System Application Server の実行中のプロセスがすべて検出され、停止されます。

Application Server ソフトウェアをアンインストールするには、次の手順を実行しま

す。

1. Sun Java System Application Server ソフトウェアをアンインストールするマシン
でインストールを実行するユーザーと同じユーザーでログインします。

2. Sun Java System Application Server のインストールディレクトリに移動します。

3. インストール方法を選択します。

❍ グラフィカルユーザーインタフェースを使用してアンインストールを実行するに
は、次のコマンドを入力します。

./uninstall

注 使用する製品内の JDK がデフォルトとは異なるディレクトリにインストー
ルされている場合は、次のコマンドを実行してください。

uninstall -javahome valid_j2se_directory

valid_j2se_directory は、使用する JDK のインストール先を示すパスです。
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❍ コマンド行インタフェースによるアンインストールを実行するには、次のコマン
ドを入力します。

./uninstall -console

4. 「アンインストール」をクリックして、アンインストールプロセスを開始します。

詳細リストにログファイルの先頭部分が表示されます。アンインストールに関す
る詳細な情報は、この詳細リストの末尾に示されているアンインストールログ
ファイルで確認できます。

• Solaris SPARC、x86 および Linux のアンインストールログは次のとおりです。
/var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_uninstall.log

• Microsoft Windows のアンインストールログは次のとおりです。
installdir\uninstall.log

• 低レベルログ

❍ ファイルベースの Solaris SPARC および x86 root ユーザー : 
/var/sadm/install/logs/Sun_ONE_Application_Server_uninstall.timestamp

❍ ファイルベースの Solaris SPARC および x86 root 以外のユーザー : 
/var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_uninstall.timestamp

❍ パッケージベースの Solaris SPARC および x86: 
/var/sadm/install/logs/Sun_ONE_Application_Server_uninstall.timestamp

❍ ファイルベースの Linux の root ユーザーおよび root 以外のユーザー : 
/var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_uninstall.timestamp

❍ RPM ベースの Linux: 
/var/tmp/Sun_ONE_Application_Server_uninstall.timestamp

5. 「閉じる」を選択してアンインストールプログラムを終了します。

6. システムから Application Server コンポーネントが削除されていることを確認し
て、アンインストールが成功したことを確認します。
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サイレントモードでのアンインストール ( 非対話型 )
Application Server ソフトウェアを非対話型サイレントモードでアンインストールす

るには、次の手順を実行します。

1. Application Server ソフトウェアをアンインストールしたいマシンでインストール
を実行するユーザーと同じユーザーでログインします。

2. 次のように入力して、サイレントアンインストールを開始します。

uninstall -silent

プロンプトに戻ったら、サイレントアンインストールは完了です。

3. システムから Sun Java System Application Server コンポーネントが削除されてい
ることを確認して、アンインストールが成功したことを確認します。

4. アンインストールするサーバーごとに、このプロセスを繰り返します。
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付録 A

Application Server のアップグレード

Sun Java System Application Server インストーラは、Application Server の以前のイ

ンストールを現在のバージョンにアップグレードすることができます。

Sun Java System Application Server インストーラで使用可能なアップグレードオプ

ションについては、『Sun Java System Application Server リリースノート』を参照して

ください。

Application Server のインストールをアップグレードする場合は、次の点に留意して

ください。

• パッケージベースのインストールにはパッケージベース、ファイルベースには
ファイルベース、RPM ベースには RPM ベースのアップグレードのみがサポート
されています。

• アップグレードインストールオプションは、グラフィカルインタフェースとコン
ソールインストールを使用した場合に使用可能で、サイレントモードでのアップ
グレードはサポートされていません。

• すべての Application Server コンポーネントをまとめて、または個別にアップグ
レードできます。さらに、追加インストールを使用して各コンポーネントを個別
にアップグレードすることもできます。

• Solaris 9 にバンドルされている Application Server 7 Platform Edition がインス
トールされている場合は、prodreg ユーティリティを使用して Application Server 
をアンインストールする必要があります。このユーティリティを使用すると、イ
ンストールされているバンドルソフトウェアをすべて表示できます。インストー
ルを選択して、それをアンインストールします。この操作により、すべての依存
パッケージがマシンと Solaris 製品レジストリから削除されます。

ここでは次の項目について説明します。

• Standard Edition または Enterprise Edition のアップグレード
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Standard Edition または Enterprise Edition の
アップグレード

特に指定しない限り、ファイルベースおよびパッケージベースの配布には次の手順が
適用されます。

1. インストールプログラムを実行します。

a. グラフィカルインタフェースを使用するインストールプログラムを実行する
には、コマンドプロンプトで setup と入力します。

b. コマンド行インタフェースを使用するインストールプログラムを実行するに
は、コマンドプロンプトで setup -console と入力します。

2. インストールウィザード画面に従って使用許諾契約に同意し、Application Server 
のインストールディレクトリのパスを指定するか、デフォルトのインストール
ディレクトリを受け入れます。

デフォルトのインストールディレクトリは、インストールする製品によって異な
ります。17 ページの「モデルのパッケージ化とディレクトリ構造」を参照してく
ださい。

3. システムに以前のバージョンの Application Server がインストールされている場
合は、インストールプログラムがそれを検出すると、使用可能なアップグレード
オプションが提示され、次のいずれかの操作が必要となります。

❍ ファイルベースのインストールでは、新しいディレクトリを選択するか、アップグ
レードを継続します。

❍ パッケージベースおよび RPM ベースのインストール

❍ 選択したインストールディレクトリが、以前にインストールされた古いバー
ジョンの Application Server と同じ場合は、「継続」を選択します。

選択したインストールディレクトリが、以前にインストールされた古い
バージョンの Application Server と異なる場合は、ディレクトリを変更し
てからアップグレードを続ける必要があります。

4. 「コンポーネントの選択」画面で、すでにインストールされているコンポーネント
が無効となります。インストールしたい追加コンポーネントを選択します。

5. インストールの残りのプロセスに進みます。

Application Server をアップグレードしたあと、またはコンポーネントを Enterprise 
Edition に追加したあとで、clsetup プログラムを実行してクラスタ設定を行う必要が

あります。
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